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飲酒の昇圧機序 に 関 わ る 要 因 の疫学的研究
研究 の 概要
[ は じ め に]
悪性新生物 、 脳血管疾患、 虚血性心疾患等 い わ ゆ る 生 活 習慣病 は 、 そ の 発 生 の 要 因 と し
て普段の 生活 習 慣 が深 く 関 与 し て い る と 言わ れて い る 。 主な 生活習慣 の 要 因 と し て は 、 食
事 、 運動 、 喫煙、 飲 酒 、 ス ト レ ス 等 が指摘 さ れて い る 。 脳血管疾患、 虚血性心疾患 の 重 要
な危険 因 子 と し て 高 血 圧 が あ る が、 こ の 高 血圧 ま た は 血 圧 上 昇 の危険因 子 と し て は 、 塩分
の過剰摂取 、 寒冷、 精神的 ス ト レ ス 、 飲 酒 、 強度 の 労働 な ど が指 摘 さ れて い る 。 こ れ ら の
疾患 を 予 防 し て い く た め に は 、 自 分 で コ ン ト ロ ー ル で き る 要 因へ の 働 き か け が重 要で あ り 、
食習慣や飲酒習慣 と の 関 連 を 調査 し 、 生活習慣 の改善の 効 果 を 明 ら か に し て い く こ と が必
要 と 考 え る 。
[研究 の構成]
こ の 研究で は 、 飲 酒 と 高 血圧 と の 関 連 を テ ー マ に し た 。 飲 酒 に つ い て は 、 「飲酒 量 と 伴
に 血圧が上昇す る 。」、 「大量飲酒者で は 高 血 圧 の頻度が高 い ロ」 と い っ た 、 関 連性 を 示す報
告が多 い 。 我が国で は 、 飲酒 に 伴 う 食塩摂取 の 増 加 が血圧 を 上 昇 さ せ る よ う 働 い て い る と
す る 指摘 も あ る が 、 ア ル コ ー ル が独立 し て 関 連 を持っ て い る と す る 報告 も あ る 。 し か し そ
の 多 く は 、 電解質 の み を 調整 因子 と し て お り 、 栄 養 素 ま た は食品全体 ま で含 め て検 討 し た
も の は少 な い 。 そ こ で 、 断面 調 査 か ら 、 記述疫学的 に飲酒 と 食品 、 栄 養素摂取等 の 各 要 因
と の 関 連 に つ い て検討 し 、 更 に 関連 の 認 め ら れた食品 ・ 栄 養 素 要 因 で 調整 し た 上 で 、 飲 酒
の 血圧 に 及ぼす影響 に つ い て検 討 し た (研究 1 ) 。 次 に 、 節 酒 に よ る 介 入 を 行 い 、 血圧 の
変動 を 調査す る と と も に 、 血 圧 の 変化 に 関 与す る と 思 わ れ る 電解質輸送能 に つ い て検 討 を
加 え た (研究 2 )。
[研究 1 ] 
飲酒者 に特徴的 な食事様態 と そ の 血圧への影 響 を検 討す る た め 、 県東部の企業 に 勤務 す
る 7， 0 0 0 人 の従業員か ら 層別無作為 に 抽 出 し た男子 を 対象 に 、 ア ンケー ト に よ る 食事 調 査 、
問診、 身体調査等 を実施 し た 。 食事 調査 は 、 調査開始か ら 2 4 時 間 ま で 、 各 自 が飲食物 の食
材 ( ま た は献立名) と 食べ た 分量 を逐次記録 し 、 そ れ を 栄養士が確認す る こ と に よ り 行つ
た 。 飲酒 に つ い て は 、 調査時点一週 間 前 ま で の 飲酒機会 、 酒 の種類及 びそ の 時 の 飲酒量 を
聞 い た 。
そ の 他 、 喫煙状 況 、 生活強度 、 既往歴及 び受療 状 況 及 び 身体計測 を 行 っ た 。 血圧測定 は 、
ラ ン ダ ム ゼロ水銀血圧計 を 用 い 、 座位 に て右上腕で 2 回測 定 し た 。 採血 は空腹時 に 行 い 、
血清総 コ レ ス テ ロー ル 、 H D L コ レ ス テ ロー ル 、 電解質 を 測 定 し た 。 ま た 、 2 4 時 間蓄 尿 に
よ り 電解質 を 測定 し た 。
解析 の 対象 は 、 降圧剤 を服用 し て い た 8 人 を 除 い た 男 性 1 5 8 人 と し た 。 食事 摂 取 に つ い
て は 、 記録 さ れた食事 内容か ら 食品 群 ( 1 9 群 ) と 栄養 素 と でそ れぞれ換算 し て 摂 取 量 を 算
出 し た 。 解析 に は 、 2 日 目の デー タ を 用 い 、 食品 群 及 び栄養素 に つ い て は主 成 分 分 析 に よ
り 分類 し た 。
飲酒量 は エ タ ノ ー ル に 換算 し 、 一 週 間 の 飲酒 量 がo m l 、 1 2 5 m l 未 満 、 2 5 0m l 未 満 及 び2 5 0
m l 以上の 4 つ に区分 し た 。 飲酒区分 、 年 齢区分 、 喫煙状 況 を 調整 因子 と し て 、 身体状 況 、
血圧及び主成分分析 によ り 食品群別 、 栄 養 素別 摂 取 か ら 抽 出 さ れ た 因 子 の 各項目 に つ い て
分散分析 を 行 っ た 。
更 に 、 飲酒区分 で有意差 の 認め ら れた食事 摂 取 調 査項目 に つ い て 、 飲酒区分 、 年 齢区分 、
喫煙状況 及 びB o d y M a s s ln d e x  ( B M  1、kg/ぱ) に よ る 補正 を 行 い 、 血 圧値 と の 関 連 が認
め ら れ る か 共分散分 析 によ り 検討 し た 。
対象者 1 5 8 人 の 平均年齢 は 、 3 9 . 7 歳 、 平均飲酒量 はエ タ ノ ー ル換算で 1 6 4. 1 m l /週だ、っ た 。
飲酒量 は 、 30歳代で最大 と な り 、 加 齢 と と も に 減少す る傾向 を 示 し た 。 ま た 、 収縮期 血
圧 ( S B P ) 、 拡張期 血 圧 ( D B P ) と も 加 齢 と と も に 上 昇す る傾向 を 示 し た 。 年 齢 2 区
分 、 喫煙状況で調整 し た 飲酒区分 に よ る 調 査項目の比較 で は 、 S B P は 、 飲酒量 1 2 5m l /週
未満 の群 の 1 1 6 . 5 + 1 2 .  Omm Hg ( 平 均 値±標 準偏差) に 対 し 、 飲 酒 量 2 5 0m l /週 以 上 の 群 で 、
1 2 2 .  9 + 8. 5mm Hg と 飲酒量 の 多 い グルー プで有意 に (pくO. 0 5 ) 上昇 し た 。
食品群別 摂 取 を 主 成分分 析 し た と こ ろ 、 9 つ の 因 子 が抽 出 さ れ 、 こ の う ち年 齢区分 、 喫
煙の 有 無及 び B M Iで補 正 し た 飲酒区分 に よ る 比 較では 、 種実・肉 因 子 、 乳類 因 子 及 び藻
類因子が、 飲酒量 の 多 い 群で、有意 に 低か っ た ( そ れぞれ 、 pくO . 0 1 ，  pくO. 0 1 ， pくO . 0 5 ) 。 同 様 に 、
栄養 素別 摂 取 を 主成分分析 し た と こ ろ 、 6 つ の 因 子が抽 出 さ れた が、 飲 酒区分 に よ り 摂 取
に有意な 差が認 め ら れた も の はな か っ た 。
食品群で抽 出 さ れた 因 子 の う ち摂 取 量 が飲酒区分 で 差 が認 め ら れた も の に つ い て 血圧 と
の 関 連 を 調 べ る た め 、 年齢区分 、 飲 酒区分 、 喫煙区分 、 B M I を 調整 因 子 と し て 共 分 散 分
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析 を 行った と こ ろ 、 乳類 因 子 と S B P の 間 ( r =一. 1 4 6 ，  p=. ( 7 6 ) 、 乳類 因 子 と D B P の 問
( r =一. 1 7 6 ，  p=. 0 2 2 ) 、 藻類 因 子 と S B P の 問 ( r = . 1 5 5 ，  p=. 014 8 ) 及 び藻類 因 子 と D B P の 間
( r =. 1 4 7 ，  p=. 0 4 5 ) に 有 意 な 相 関 を 認 め た口
年齢区分 、 喫煙区分 、 B M 1、 乳類 因子及び藻類 因 子 に よ り 補正 し た 後 に も 、 S B P は 、
飲酒量 2 5 0m 1 /週 以 上 の 群 で飲 酒 量 1 2 5 m 1 /週 未満 の 群 に 対 し 、 有 意 に 高 かった (pくO. 0 1 ) 。
こ の 調 査 の 対 象 者 で は 、 飲 酒 量 の 最大値が7 5 4m 1 /週 であ り 、 血 清 G OT の 最大値 も 9 0 I U
/1 と 、 大量飲酒者 で重篤な肝機能障害 のある 者 は含 ま れて い な い と 思 わ れ 、 比較的少量か
ら 中 程度量の飲酒者 の 集団 と 考 え ら れた 。
主成分分析 に よ り 抽 出 さ れ た 因子 の う ち、 種実・肉 因 子 及 び乳類 因 子 は 、 飲酒量が多 い
グループで 、 値が低下す る 傾向が認 め ら れた が 、 種実・肉 因 子 と 魚介類 の 摂 取 と は反 対 の
関 係 にあ り 、 飲 酒 量 の 多 い 者 で魚介類 の 摂取 が 多くな るこ と 及 び乳製 品摂 取 が減 る こ と は
他の研究で も 報告 さ れて お り 、 飲酒 に 伴 う 特徴 と 考 え ら れ た 。
共分 散分析 の 結 果 、 乳類 因 子 が 、 年齢区分 、 喫煙区分 、 飲 酒区分 及 び B M 1に よ る 調整
後も 血圧 と 負 の 相 関 を 示 し た が 、 こ れ も 他 の研究者 の 報告 と 一致 し て い る 。
乳類 因子及 び藻類 因子 に よ る 補正 を 加 え た 共 分散分析 を 行った と こ ろ 、 飲 酒量 1 2 5m 1 /週
未満 の群 に対 し 飲酒 量 2 5 0m1/週 以 上 の 群 で 、 S B P で は 、 ß . 4 mmHg (pくO . 0 1 ) 、 D B P で は 、
4 .  6mmHg (pくO . 0 5 ) 有 意 に 高 かった 。 以 上 の こ と か ら 、 飲 酒 が食事摂 取 の要 因 か ら 独立 し
て 、 血 圧 の 上 昇 に 関連 し て い る も の と 考 え ら れ た 。
[研究 2 J
次 に 、 食事 と 独立 し て 血圧 と 有意 な 関 連 の 認 め ら れ た 飲 酒 に つ い て 、 節 酒 に よ る 介 入 を
行 い 、 血圧 の 変動 を 調 べ る こ と に よ り 、 節 酒 ま た は飲酒 の 血圧 に 及 ぼす影響 を検討 し た 。
ま た 、 こ の 際 に 、 赤 血球膜N a + -K + -ATP a s e活性 を 測定 し 、 血 圧 の 変化 に 関 す る 機序 に つ い
て検討 を 加 え た 。
対 象 は 、 30歳か ら 5 9歳 ま で の 男 性 事務 系 労働者 5 4 名 であ り 、 い ずれ も 飲酒習慣 を も ち、
軽症高 血圧者 である 。 飲 酒 習 慣 に つ い て は 、 週 、 4 回 以 上 飲 酒 し 、 飲酒量 は一 日 平均 、 エ
タ ノ ー ル に換算 し 2 8m 1 以 上 ( 5 6 . 7m 1 士 2 5. 6 ) の 者 である 。 血圧 に つ い て は 、 収縮期 血圧 ( S
B P ) が 1 4 0mm Hg以 上 1 8 0mm Hg未 満 、 ま た は拡張 期 血圧 (1) B P ) が 9 0mm Hg以 上 1 1 0mm Hg未
満 の い ずれか ま た は両方 を 満 た し 、 降圧剤 に よ る 治療 は受 けて い な い 者 を 対 象 と し た 。 ま
た 、 糖尿病、 高 コ レス テ ロ ー ル血 症 お よ び痛 風 の 治療 を 受 け て い る者 は除 か れて い る 。 な
円《U
お 、 対象者か ら は 、 説 明 に よ る 同 意 を 得 た 。
5 4 名 を 2 7 名 ずつ の 2 グルー フ ( A グル ー フ お よ び B グ ル ープ) に 無作為 に 分 け 、 は じ め
の 2 週 間 を ベ ー ス ラ イ ン 期 間 と し 、 次 の 3 週 間 ( 期 間 1 ) は A グループが節 酒 し 、 次 の 3
週 間 ( 期 間 II ) は B グル ープが節酒 し た 。 そ れ以外 の 期 間 は通常飲酒 と し た 。 毎週一 回 、
保健婦が 身長 、 体 重 、 飲酒量 の 点検 を 行った 。 血圧 は ラ ン ダム ゼ ロ 血圧 計 を 用 い 2 回測 定
し 、 解析 に はそ の 平均値 を 用 い た 。 ま た 、 血圧誤IJ定者 は 、 被験者 が A 、 B い ずれ の グ ル ー
プに属 す る か を わ か ら な い よ う に し た 。 各期 間 の 最 終 日 に.採血 を 行 い 、 血液サ ンプル に よ
り 、 血清総 コ レス テ ロ ー ル 、 血 清 γ G T P 、 赤 血球 膜Na+-K+-ATP a s e活 性 等 を 測 定 し た 。
赤血球膜Na十一K+ -ATP a s e活 性 の 測 定 は 、 ル シ フ ェ リ ン ル シ フ エ ラ ー ゼ溶液 と の 反 応 に よ
り 生 じ た 蛍光 を 測 定す る 方法 に よ った 。 赤血球膜 に 含 ま れ る コ レス テ ロ ー ル と リ ン脂質 に
つ い て は 、 一定量 の 赤血球膜浮遊液か ら ク ロ ロ ホル ム ・ メ タ ノ ー ル 水 溶 液 に よ り 抽 出 し 、
酵素 法 に よ り 測定 し た 。 デー タ の 解 析 に は 上記の 方 法 に よ って 得 ら れ た 赤 血 球 膜N a + - K + ­
ATPa s e活性及 び膜脂質 の 値 を 同 量 の 赤 血球膜浮遊液 に 含 ま れ る 蛋 白 質 量 に よ り 補 正 し て 使
用 し た 。 解析 は 、 デー タ の 欠 損 し た も の を 除 い た A グ ループ 2 1 名 、 B グループ2 3 名 で行
った 。
ま ず、 A グループ と B グ ル ープの測定成績 を 各期 間 に お い て 比 較 し 、 次 に 各 グループの
期 間 に よ る 変 動 を そ れぞれ二元配置分 散分析 ( 多 重 比 較 はTukey の 方 法 ) に よ り 検定 し た 。
ま た 、 期 間 I と 期 間 E に お け る 節酒 の 効果 に つ い て 、 H i II s と Arm i t age の 方法 を 用 い て 分
析 し た 。
さ ら に 、 節酒期 間 と そ の 直 前 の 通常飲酒期 間 ( A グ ル ープはベ ー ス ラ イ ン 期 間 、 B グル
ープは期 間 1 ) の デー タ を 用 い 、 S B P 、 血 清γGT P 及 び赤 血球 膜Na + - K + -AT P a sc活性
の そ れぞれ に つ い て そ の 変化 の 程 度 ( ( 節 酒 期 間 の 値 と 直 前 通 常飲 酒 期 間 の 値 と の 差 ) /
( 節酒期 間 の 値 と 直 前通 常飲酒期 間 の 値 の 平均) ) に よ り 2 群 に 分 け 、 関 連要 因 の 差 を
u npa i r e d - t t e s t を 用 い て検定 し た 。 血 清 γ G T P に つ い て は節 酒 期 間 に 直 前 通常飲酒期
間 よ り も 3 0 % 以 上低下 し た 群 ( γ G T P の 低下 大 の 群) と それ未満 の 群 ( γ G T P の 低下
軽度 の 群 ) と に 分 け 、 S B P に つ い て は節 酒期 間 に 直 前通常飲酒期 間 よ り も 4 % 以 上 低 下
し た群 ( S B P の 低下大 の 群 ) と それ未満 の 群 ( S B P の 低 下軽度 の 群 ) と に 分 けて 比 較
し た 。
ベ ー ス ラ イ ン 期 間 に お い て は 、 ア ル コ ー ル摂 取 量 、 S B P 、 D B P 、 B M I 、 血 清 γ ­
G T P 、 赤血球膜N a + -K + -ATP a s e活 性 等 の 指標 で A 、 B グ ル ープ 聞 に 有 意 差 を 示 し た も の
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は認め ら れな かった 。 ア ル コ ー ル 摂 取 量 と 血 清 ァ G T P と の 間 ( r = O . 4 9 1 ，  pくO . 0 0 1 ) 及 び
S B P と D B P と の 間 ( r = O. 5 3 8 ， pくO . 0 0 1 ) で 有 意 な 相 関 が認 め ら れた 。 し か し 、 赤 血球
膜Na +-K+-ATP a s e活性 と 有 意 な 相 関 を 示す指標 は認 め ら れ な かった 。
節 酒 の 指示 に よ り 、 期 間 I で は 、 A 、 B グル ー プ問 で ア ル コ ー ル摂 取 量 に 有意差 ( 2 9 . 2 
m 1 土 1 6 . 1 VS  6 0 . 4m 1 + 2 7 . 3 ，  PくO. 0 0 1 ) が 認 め ら れた が 、 他 の 指標 で は有意差 を 認 め な かっ
た。 同様 に 、 期 間 E に お い て も 、 ア ル コ ー ル摂 取 量 で の み 、 A 、 B グル ー プ間 に 有意差
( 5 4. 6m 1 i:: 2 7 . 2 V S  2 2 . 6m 1 土 2 2 . 8 ，  pくO . 0 0 1 ) を 認 め た が、 他 の 指標 で 有意差 を 認 め な かっ
た 。
A 及 び B グルー フ 各 々 の 各 期 間 の 変 動 に つ い て は 、 A グルー フ で は 、 ベ ー ス ラ イ ン 期 間
か ら 節酒期 間 ( 期 間 1 ) に な り 、 ア ル コ ー ル摂 取 量 、 S B P 、 D B P 及び血 清 γ G T P が
有 意 に 低下した 。 ま た 、 通常飲酒 ( 期 間 II ) に 戻 り 、 節酒期 間 と 比 べ 、 ア ル コ ー ル摂 取 量
が有意 に増加した が 、 S B P 、 D B P 及 び血清 γ G T P は有意差 を 認 め な かった 。 な お 、
期 間 E の D B P 及 び血清 ァ GT P は ベ ー ス ラ イ ン に 比 べ有 意 に 低 下 し た ま ま であった 。 ま
た 、 S B P はベー ス ラ イ ン 期 間 と 節 酒期 間 の 中 間 の 値 を 示 し 、 両 期 間 に 有 意 な 差 を 認 め な
かった 。
B グルー プで は 、 通常飲酒 の 後半 ( 期 間 1 ) に S B P 及 び D B P は有 意 に 低下 し た 。 節
酒期 間 ( 期 間II) に は 、 ベ ー ス ラ イ ン 期 間 と 比 べ ア ル コ ー ル摂 取 量 、 S B P 、 D B P 及 び
血 清 γ G T P が有 意 に 低下 し た 。
次 に 、 期 間 I と 期 間 E の デー タ を 用 い 、 H i 1 1  s と A r mi t age の 方 法 に よ り 節 酒 の 効果 を 抽
出 し て分析 し た と こ ろ 、 血 清 γ G T P 及 び S B P に お い て 有 意 な 差 を 認 め た 。
赤 血球膜Na + -K+ -ATP a s e活 性 は 、 A. B グル ー プそ れぞれベ ー ス ラ イ ン 期 間 で は 、 1 3 . 4 
mU/mg ' pr oL i:: 6 . 6 、 1 3 . 6mU/mg ' p r o  1. + 8. 5 、 期 間 I で は 、 1 2 . 9mU/mg ' p r o  1. + 4. 5 、 1 4 . 4m  
/ mg . p r 0 1. i:: 3. 4 、 そ し て 期 間 E で は 、 1 4 . 3mU/mg ' p r o  1. :::1= 7 .  1 、 1 4 . 3mU/mg ' p r o1. + 5 . 3 であ
り 、 各 期 間 と も グルー プ聞 に 有意 差 を 認 め な かった 。 ま た 、 A 及 び B の 両 グル ー プ と も 、
期 間 の 違 い に よ る 有意な差 を 認 め る こ と はで き な かった 。 両 グルー プ を ベ ー ス ラ イ ン 期 間
と 節酒期 間 と で ま と め た と き の 赤 血 球膜Na+ -K+ -ATP a s e活 性 はそれぞ、れ 、 1 3 . 5mU/mg ' pr o1.
i:: 7 . 7 、 1 3. 6mU/mg ' pr o 1. + 5 .  0 であ り 、 有 意 な 差 を 認 め な かった 。
節酒期 間 の 血清 γ G T P の 低 下大 の 群 と 血清 γ G T P の 低下軽度 の 群 と の 比 較 、 節 酒期
間 の S B P の 低下大 の群 と S B P の 低下 軽度 の 群 と に 分 け た 比較で は 、 そ れ ぞれ の 期 間 に
お け る2群 聞 の 赤 血 球膜Na+ -K+-ATP a s e 活 性 は 、 有 意 な 差 を 認 め な かった 。 ま た 、 節 酒 に
伴 う 変化の 程度 に も 2群 聞 に 有意 な 差 を 認 め な かった
3 週 間 の 節 酒 に よ り 、 A グル ープ と B グルー フ の 両 方で S B P お よ び D B P は有意 に 低
下した 。 ま た 、 H i 1 1  s と A r m i t age の 方 法 に よ る 分 析 か ら は 、 節 酒 の 効果 と して S B P の 有
意な低下 を 認 め た 。
今 回 の 調査 で は 、 A グループに お い て 節 酒 後 の 通常 飲 酒 期 間 で飲酒量が増加しで も 血圧
が再上昇す る こ と がなく、 血清 γ G T P も 上 昇しな かった 。 ま た 、 B グループで は 、 通 常
飲酒期 間 の 後半 に S B P 及 び D B P が低下して い た 。 こ れ ら の 理 由 と して 、 こ の 程 度 の 飲
酒 量 の 変化 と 調査期 間 が血圧上昇 に 与 え る 効果 が相 対 的 に 小 さ い こ と 、 対象者 の 血圧測定
に対す る 慣れ に よ る 緊 張 感 の 低 下 な ど が想定 さ れ る 。
今回 の調査で は 、 節 酒 に 伴 い 血圧 は低下した も の の 、 赤 血球膜Na + -K+ - ATP a s e活性 に は
変化 を 認 め な かった 。 ま た 、 通常飲酒期 間 の 赤 血 球 膜N a + - K + -ATP a s e活性 と 血圧 と の 相 関
も 有 意性 を 示 さ な かった 。 一連 の 追 跡 の 中 で は 、 血圧 は 変化した も の の 赤 血 球 膜N a + -K+­
ATP as e活性 の変化は確認 で き ず 、 ア ル コ ー ル摂 取 の 変化 を 契機 にした血圧 の 変化 に 、 Na + ­
K+-ATP a s e に よ る イ オ ン 交換 の 一貫した 関 与 を 示唆す る 所見は得 ら れな かった 。
ま た 、 血圧や 血清 ァ G T P 等 の 生体 の 反応 の 変化 と 赤 血 球膜Na + -K + -ATP a s e活性 の 関 連
に も 有意な も の は得 ら れ な かった 。 した がって 、 節 酒 に よ る 血圧低下 の 一つ の 機序 と して
膜 に お け る Na + -K+ -ATP a s e 活 性 の 一貫し た 変化 に よ る イ オ ン 交換 の 変化 の 関 与 を 示唆す る
所 見 は 、 同一人の介入追跡調査 と い う 方 法 に よ って も 確 認 さ れ な かった こ と と な る 。
[ま と め ]
断面調 査 並 び に 介 入研究 の 両 方 で 飲 酒 量 の 増加 と 血圧 の 上 昇 が 関 連 す る こ と を 支持し
た。 断面調査で は 、 飲酒 に 関 連した食事要 因 で補正し た 後 も 、 飲 酒量 の 多 い 群 で 血圧 は 高
かった 。 さ ら に介入研究 で は 、 節 酒 に よ り 血圧が低 下 す る こ と を 示した 。 しかし、 節 酒 に
よ る 血圧 の降下 と 赤 血球膜Na + -K + -ATP a s e活 性 の 変化 と の 聞 に は有意な 関連 を 示す所見は
得 ら れな かった 。
研究 1
飲酒行 動 に 連動 す る 食事摂取 と 血圧 に 関 す る記述疫学的研究
[緒 言]
飲 酒 量 の 多 い 者 に は 高 血 圧 の 有 病 率が 高 い こ と 1 )-1 1 )や 、 飲酒量 と 血圧 の 問 に は正 の 相
関13)-15) ま た はJ型の 関 連 が存在す る こ と 2). 1 6). 1ηが指摘 さ れて い る D
喫煙、 飲 酒 と 食事 そ の他 の 保健 行 動 と の 関 連 に つ い て も いくつ か 報告 があ り 1 8). 1 9) 、 比 較
的少量飲酒 者 で は健康づく り に 対す る 意識が高 い 18) 、 飲 酒 量 の 比較 的 多 い も の で は塩分 の
摂取量が多くな る な ど20) の 特徴的 な 行 動 パ タ ー ン が指 摘 さ れて お り 、 血 圧への 影 響 が疑わ
れて い る 。
し か し 、 血 圧 と 摂取栄養素 ・ 電解 質 と の 関連や 飲 酒 と 摂取栄養素 と の 関 連 に つ い て いく
つか 報告 は さ れて い る が 、 飲 酒 と 摂 取栄養素 並 び に 血圧や 身体的要 因 ま で含 め て 分析 し た
研究 は少なく、 今 回 、 我々 は 、 飲酒 者 に 特徴的 な食事様態 を検討す る と と も に 、 そ の食事
様態 と 血圧 と の 関 連性及び関 連 の 認 め ら れた様態 で 調整 し た 時 の 飲酒 の 血圧への 影 響 を 検
討 し た の で報告す る 。
[ 対象 と 方 法]
富山県東部の某工場 に 勤務 す る 従業員約7， 0 0 0 名 か ら 、 2 0 歳か ら 5 9 歳 ま で の 各 年齢層、
男5 0人、 女 5 0 人 を 無作為 に 抽 出 し 、 順次 、 調 査へ の 協力を依頼 し た 。 参加 の 同 意 が得 ら れ 、
調査終了者 が男 4 0 人、 女 3 0人 に達 し た 時 点 で 、 逐次 各 年 齢層で の 調査 を完了 し た 。 調査 の
内容 は 、 以下 に述べ る 食事 調 査 、 問診及 び 身体 調 査 等 である 。
食事 調 査 は 2 日 間行 い 、 ま ず、 身体計測 の 日 に 調査票 を 配布 し 、 各 自 、 過去2 4 時 間 の食
事 を 思 い 出 し 、 記録 し た も の を栄養士が確 認 し 1 日 自分 と し た 。 2 日 自分 は 、 当 日 の 飲食
物の食材 ( ま た は献立名 ) と 食べ た 分 量 を逐次記録 し た も の を翌 日 栄養士が確認 し た 。
飲酒量 に つ い て は 、 調査時点か ら 一週 間 前 ま で の 飲酒機会 、 酒 の種類及 びそ の 時 の飲 酒
量を聞い た 。
問診で は 、 喫煙状況 (吸 う 、 や め た 、 吸わ な い ) 、 生 活強度 ( 国民栄養調 査 の 分類 に 準
拠) 、 家族歴 、 既往歴及 び受療状況 を 調査 し た 。
身体 計 測 及 び、採血 は 調 査票配布時 に 行 っ た 。 血圧測定 は 、 イ ン タ ーソ ル ト の 方法21 ) に 従
い、 ト レー ニ ン グ を 受 け た 医師が ラ ン ダム ゼ ロ 水銀血圧 計 を 用 い て測定 し た 。 ま た 、 被測
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定者 は空腹時 を 避 け 、 食事 、 喫煙及 び激 し い 運 動 の 後 の 3 0 分 を 避 け 、 排 尿後 、 座位で 5 分
間 の安静 の 後 、 右上腕で 2 回測定 し た。
採血 は空腹時 に 行 い 、 血 清 総 コ レス テ ロ ー ル ( 酵 素 法) 、 H D L コ レ ス テ ロ ー ル 、 総蛋
白 、 電解質 を測定 し た。 ま た 、 2 4 時 間蓄 尿 を実施 し 、 ナ ト リ ウ ム (炎光 法 ) 、 カ リ ウ ム (炎
光法) 、 カ ル シ ウ ム (OCP C 法) 、 ク レ アチニ ン ( J a f f e 法 ) 等 を 測 定 し た。
解析 の対象 は 、 女性 の飲酒が ほ と ん ど な い こ と か ら 男 性 の み と し 、 こ の 内 、 降圧剤 を服
用 し て い た 8 人 を 除 い た 1 5 8人 と し た。 食事 摂 取 に つ い て は 、 記録 さ れ た 食事 内 容 か ら 食
品群 ( 1 9 群) と 栄養素 と で それぞれ換算 し て 摂 取量 を 算 出 し た。 な お 、 食品 群 に つ い て は 、
加工後 の 重量で表 し た。 解析 に は 、 2 日 目の デー タ を 用 い 、 食品群 及 び栄養素 の それぞれ
で主成分分析 に よ り 分類 し た。
飲酒 量 はエ タ ノ ー ル に 換 算 し 、 一 週 間 の 飲 酒量がOm l 、 12 5 m l 未 満 、 2 5 0m l 未満及 び、
250m l 以 上 の 4 つ に区分 し た。 飲酒区分 、 年 齢 区分 ( 2 0歳 か ら 3 9 歳、4 0 歳か ら 5 9 歳 ま で の 2
区分) 、 喫煙状況 (あ り 、 な し の 2 区分 ) を 調整 因 子 と し て 、 身体状況、 血圧、 血 清生化
学検査 、 食品群別 摂取量 、 栄養素別 摂 取 量 及 び食品群別 、 栄養素別 摂 取 か ら 抽 出 さ れた 因
子 の 各項目 に つ い て 分 散分析 を 行 っ た。
更 に 、 飲酒区分 で有意 差 の 認 め ら れた食事摂 取調査項目 に つ いて 、 飲 酒 区分 、 年齢区分 、
喫煙状況及 び B M I に よ る 補正 を 行 い 、 血圧値 と の 関 連 が認 め ら れ る か 共 分 散 分 析 に よ り
検討 し たD ま た 、 血圧 と 関 連 の 認 め ら れ た 因子 を 調整 因子 と し て 、 飲 酒区分 に よ り 血圧 に
差が認め ら れ る か検 討 し た。
なお 、 有意水準 は 5 % と し 、 計 算 は 、 S P S S (MS-W i n d ows 9 5版) で 行 っ た。
[結 果]
対象者 1 5 8人の 概要 を 表 1 に 示 し た。 平均 年 齢 は 3 9 . 7 歳 、 平 均 飲 酒 量 は エ タ ノ ー ル換算
で 、 1 6 4. lm l /週 だ っ た。 飲酒量 は 、 3 0 歳 代 で 最 大 と な り 、 4 0 歳代 、 5 0 歳代 と 年代 の 高 い 群
で少な か っ た。 ま た 、 収縮期 血圧 ( S B P ) 及 び拡張期血圧 ( D B P ) の 両方 で 、 年 代 の
高 い 群でそ の 値 は 高 か っ た (表 2 ) 。
年齢 2 区分 、 喫煙状況で 調整 し た 飲 酒 区分 に よ る 調査項目 の 比 較 で は 、 S B P は飲酒量
1 2 5m l /週未満 の 群 で 、 1 1 6 . 5 + 1 2 . Ornrn Hg ( 平均 値±標準偏差 ) 、 飲 酒 量 2 5 0m l /週 以 上 の 群 で 、
12 2 . 9 + 8 .  5 mrn Hg と 飲酒 量 の 多 い 群 で 有意 に (pくO. 0 5 ) 高 か っ た (表 3 ) 0 D B P は 、 飲 酒 量
の 多 い 群 で 高 い傾向 を 示 し た が 、 有 意性 は認め ら れな か っ た。 ま た 、 血 清H D L コ レス テ
nxu 
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ロ ー ル (pくO. 0 1 ) 、 血 清 G OT (pくO . 0 2 ) 、 γ G T P (pくO. 0 1 ) は飲酒量 の 多 い 群 で 、 有 意 に 高
値 を 示 し た (表 4 ) 。 一 日 の 尿 量 及 び尿 中 の N a 、 K 、 (ごa は飲酒量 の 多 い 群 で 高 い傾向
を 示 し た (表 5 ) 。
摂取食品群別 で は 、 魚介類 の 摂取 は 、 飲酒量 1 2 5 m l /週 未 満 の 群 で 最 も 少な く 、 飲酒無 し 、
飲酒量 2 5 0m l /週 以 上 の 群 で多かった (pくO. 0 1 ) 。 ま た 、 果実類 の 摂 取 は飲酒量 1 2 5m l /週 以 上
2 5 0m l /週 未 満 の 群 で 多 かった (pくO . 0 1 )  (表 6 ) 。 摂 取栄養素別 で は 、 銅 、 鉄、 ナ ト リ ウ ム
及び植物性蛋 白 は 、 飲 酒 量 1 2 5m l /週未満 の 群 で最 も 少な く (pくO. 0 5 ) 、 糖質 の 摂 取 量 は飲 酒
量2 5 0m l /週以上 の 群 で最 も少な かった (pくO. 0 5 ) (表 7 ) 。
食品 群別 摂 取 を 主 成 分 分 析 し た と こ ろ 、 9 つ の 因 子 に 分類 さ れ 、 こ の う ち年 齢区分 、 喫
煙 の 有 無 及び B M I で 補 正 し た飲酒区分 に よ る 比較 で は 、 FAC I0 3 (種実 ・ 肉 因子) 、
FAC I0 6 (乳類 因 子) 及 びFAC I0 7 (藻類 因子) は 、 飲 酒量 の 多 い 群で 有 意 に 低 く (それぞれ 、
pくO. 0 1 ，  pくO . 0 1 ，  pくO. 0 5 ) 、 FAC I0 8 (噌好品 因子) は飲酒量 の 多 い 群 で 有 意 に 高 かった
(pくO. 0 1 )  (表 8 ) 。
同様 に 、 栄養素別 摂 取 を 主成分分析 し た と こ ろ 、 6 つ の要 素 に 分類 さ れ た が 、 飲酒区分
に よ る 有意 な 差 を 示す 因子 は認め ら れな かった 。 (表 9 ) 口
食品 群 で抽 出 さ れ た 因 子 に つ いて血圧 と の 関 連 を 調 べ る た め 、 年齢区分 、 飲酒区分 、 喫
煙 区分 及 び B M I を 調整 因子 と し て 共分散分析 を 行った 。 そ の 結 果 、 因子が飲酒区分で 差
が認め ら れた も の の う ち、 乳類 因子 と S B P ( r =-. 1 4 6 ，  p= . 0 7 6 ) 、 乳類 因 子 と D B P
(r二一. 1 7 6 ，  p= . 0 2 2 ) 、 藻類 因子 と S B P ( r=. 1 5 5 ，  p=. 0 4 8 ) 及 び藻類 因 子 と D B P (r=. 1 4 7 ，  
p=. 0 4 5 ) の そ れぞそれ の 聞 に 有 意 な 相 関 を 認 め た (表10) 。 栄養素 で 抽 出 さ れ た 因 子 に
つい て も 同 様 に 共分散分 析 を 行った が、 血圧 と の 関 連 を 示す も の は認 め ら れ な かった (表
1 1) 。
乳類 因 子 、 藻類 因 子 、 砂糖 ・ 芋類 因 子 、 年齢区分 、 喫煙区分 及 び B M I を 調整 因 子 と し
て共分散分析 を 行った と こ ろ 、 S B P に つ い て は 、 飲 酒量 1 2 5m l /週未満 の 群 に 対 し 、 飲酒
量 1 2 5m l /週以上2 5 0m l /週未満 の群で 4. 6 mmHg 、 飲 酒 量 2 5 0m l /週以上 の 群 で 6. 4mmHg有 意 に 高
く (そ れぞれpくO . 0 5 ， pくO . 0 1 ) 、 D B P に つ い て は 、 飲 酒量 1 2 5m l /週未満 の 群 に 対 し 、 飲 酒
量が2 5 0m l /週 以 上 の 群で、4. 6 mmHg有意 に 高 かった (pくO. 0 5 )  (表1 2 ) 。
[考 察]
こ の 調 査 の 対象 者 で は 、 飲酒量 の 最 大値 が7 5 4m l /週 であ り 、 血 清 G OT の 最 大 値 も 9 0IU
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/ 1 と 、 大量飲酒者 で重篤な肝機能障害 の あ る 者 は含 ま れ て い な い と 思 わ れ 、 比較的少量か
ら 中 程度量 の 飲酒者 の集 団 と 考 え ら れ た 。 飲酒区分 で 飲 酒量 の 多 い グルー プで S B P が高
くな っ た 。 ま た 、 飲酒量 の 多 い 群でH D L コ レ ス テ ロ ー ル並 び に 血清 γ G T P が高 く な る
と い っ た 関 連 は 、 従来 の 報告 と 一致 し て い る mmo ま た 、 栄 養 素 の 摂 取量 は 、 国民栄養調
査成績24) と も ほ ぼ一致 し て い た 。
非飲酒者 の 群 よ り も 飲酒量 1 2 5m 1 /週未満 の 群 で若干血圧が低下 す る 傾向がみ ら れ 、 い わ
ゆ る J タ イ プ の 変 化が示 唆 さ れたが、 こ の よ う な 結 果 に 対 し て 、 血圧 の 高 い 人がそ の 対応
の た め に禁酒 ま た は節酒 し て い る た め と の 指 摘が あ る 。 今 回 の 調査 で は問診 の 中 で 、 最近
の飲酒量 の 変化 を 質問 し て お り 、 飲酒量 を 減 ら し た 人 は 非 飲酒 、 飲酒 の カ テゴ リ ー でそれ
ぞれ 、 2 人 、 1 1 人 、 3 人 、 3 人含 ま れて い た 。 こ れ ら の飲酒量 を 減 ら し た 者 を 除 い て 再 計
算 し た と こ ろ 、 や は り S B P 、 D B P と もJタ イ プの 変 化 を示 し た 。 少量 の 飲酒が血圧 を
低下 さ せ る こ と が疑わ れ る が 、 こ の こ と に つ い て は 、 G i 1 1  m a n ら 1 7) は 、 不安 と 緊 張が減 少
す る こ と の 関 与 を 指摘 し て い る 。 な お 、 飲酒習 慣が慢性的 に 血圧 を 上昇 さ せ る 機序 と し て
は、 交感神経 系 の 冗進m凶ω) や副腎皮質 機能 の 冗進2
飲酒す る 者 の 中 で は 、 飲酒量 の 増 加 に 伴 い 、 魚介類 の 摂 取が増 し 、 乳類が減少す る傾向
を 示 し が 、 こ れ ら は 中 島 ら の 報 告別 と 一致 し た 。 一 方 、 果実類 の 摂 取 に つ い て は 、 飲酒量
1 2 5m l /週以 上 2 5 0m 1 /週未満 の 群 で 多 く な り 、 中 島 ら の 報 告別 と 異な っ た傾向 を示 し たが、
これ に つ い て は 、 中 島 ら の 調査対象が健診セ ン タ ー の 受診者 で あ り 、 比 較 的 多職種 で あ る
の に 対 し 、 我々 の 調 査 対 象 は男 子工場労働 者 と い っ た 均一な 集 団 で あ る こ と や飲酒量 1 2 5
m l /週 以上 2 5 0m l /週 未 満 の区分自体が一般 的 な 飲 酒量 と し て 多 く な い こ と が考え ら れ る 。
食事栄 養 素 摂 取 に つ い て は 、 飲酒区分 と と も に必ず し も 直線 的 な 変 化 を 示すわ け で は な
か っ た 。 非飲酒者 、 少量飲酒者 、 大量飲酒者 で 、 健康状態 、 健康づ く り に 対す る 意識 に 差
があ り 、 特 に 少量飲酒者 で は 、 健康づ く り に 前 向 き で あ る 傾向が指摘 さ れて お り I X) 、 食事
内容 に も 反映 さ れ て い る 可能性があ る 。 ま た 、 今 回 の 調査 で も認め ら れたが 、 多 少 な り と
も飲酒す る 者 で は糖質 を 控 え る と い っ た 飲酒 と の食べ 合 わ せ で全体 の 摂 取熱量 を コ ン ト ロ
ール し て い る こ と も 考 え ら れ る 。 こ れ ら の こ と が 、 飲酒量 と 直線 的 関 係 に な ら な い こ と に
関係 し て い る の か も し れな い 。
主成分分 析 の 結果 か ら は 、 飲酒量が多 い グルー フ で 、 種実 ・ 肉 因子 及 び乳類 因 子で低下
す る傾向が認 め ら れたが、 種実 ・ 肉 因 子 と 魚介類の 摂 取 と は 反 対 の 関 係 に あ り 、 飲酒量 の
多 い 者 で魚介類の 摂取が多 く な る こ と 及 び乳 製 品摂 取が減 る こ と は他 の研究 で も 報告 さ れ
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てお り 、 飲酒 に 伴 う 特徴 と 考 え ら れた 。 なお、 FAC 1 0 8 は 、 酒 、 コ ーヒー と い っ た噌好品 を
主体 と し た 因子で あ り 、 飲酒量 を強 く 反映 し て い る 。
食品 群抽 出 因 子 と 血圧 と の 関 連 を 見 る た め 、 年齢区分 、 喫煙区分 、 飲酒区分及 び B �1 1 
で調整 し て共 分散分 析 を 行 っ た(表 1 0 ) 。 そ の 結 果 、 乳類 因 子 は 、 飲 酒区分 と は独立 し
て 血圧 と 負 の 相 関 を示 し 、 藻類 因子 は正 の 相 関 を示 し た 。 伊藤 ら 29)そ し てS t arn l e r ら 30) は 、
S B P と 尿 中 Na/K比が と 正 の 相 関 を示 し た こ と を 報告お り 、 今 回 の 結果 か ら も 同 様 の機序
が連想 さ れたが、 尿 中 C a/Mg比 と D B P で 相 関が疑わ れた( r =. 1 5 1 ，  p = . 0 5 8 ) の を 除 き 、 食
事 と 尿 中 の N a 、 K 及 びC a の い ずれ にお い て も 、 単体で は血 圧 と 有意 な 相 関 を 認 め な か
った 。 App e l ら 31) は乳 製 品類 の 摂 取量 と 血圧 に 負 の 相 関 を 報告 し て い る 。 飲酒量 と藻類摂
取 、 藻類摂 取 と 血圧 と の 関連 を示す報告 は見受 け ら れ な いが 、 今 回 の 調査 で は 、 藻類 因子
と 尿 中 N a に 正 の 相 関( rニ. 2 0 4 ， p = . 0 1 0 ) を認め てお り 、 食事 と 血圧 と の 関 連 に 介在す る
要因 に つ い て は 、 さ ら に 調査 ・ 検討が必要 と 考 え る 。
乳類 因 子 及 び藻類 因 子 を 加 え て 補 正 し た 後 も 、 S B P 及 び D B P は 、 飲酒量 の 多 い 群で
高 く な り 、 飲酒量 の 増加 に よ る 血圧 の 上 昇が示唆 さ れ た 。
以 上 、 飲酒量が多 い グルー プで 、 種実・肉 因 子 、 乳類 因 子及 び藻類 因 子が低下 す る 傾向
がみ ら れ 、 乳類 因 子 は 、 飲酒量か ら 独立 し て S B P 及 びI) B P と 負 の 相 関 関 係 を示 し 、 藻
類因子 は 、 S B P 及 び D B P と 正 の 相 関 関 係 を示 し た 。 ま た 、 乳類 因 子及 び藻類 因 子 に よ
る 補正 後 も 飲酒量 の 多 い 群 で 、 S B P は有 意 に 高 く な り 、 飲 酒量 の 増 加が独立 し て 血圧 の
上昇に 関 与 し て い る こ と が示唆 さ れ た 。
[ ま と め ]
飲酒量 の 多 い 群 で 、 収縮期 血圧 は高 か っ た 。 ま た 、 食品 群 か ら 抽 出 さ れ た 因子 に は 、 飲
酒量に よ り 摂 取量が異な り 、 か つ 血圧へ の 関連が示唆 さ れ た も の も 認 め ら れたが、 飲酒量
は独立 し て 血圧 と の 関連 を 認 め た 。
[参考文献]
1 ) Dyer AR， et  al. Alcohol consumption， cardiovascular risk factors and mortality in  two 
Chicago epidemiologic studies. Circulation 1977; 56: 1067-1074 
42・EA
2 )  Klatsky AL， et aしAlcohol consumption and blood pressure. 
1194-1200 
Engl J Med 1977; 296: 
3)  Fortmann SP， et al. The association of blood pressure and dietary alcohol: differences 
by age， sex and estrogen use. Am J Epidemiol 1983; 118: 497-507 
4)1くromhout D， et al. Potassium， calcium， alcohol intake and blood pressure: the Zutphen 
Study. Am J Clin Nutr1985; 41: 1299-1304 
5) Reed D， McGee D， Yano K. Biological and social correlates of blood pressure among 
Japanese men in Hawaii. Hypertension 1982; 4: 406-414 
6) Parker M， et aしTwo-way factorial study of alcohol and salt restriction in treated 
hypertensive men. Hypertension 1990; 16: 398-406 
7)加藤育子， 富永祐民， 松岡いづみ. 生活習慣と成人病の関連の追跡調査. 日 本公衛誌
1 992; 3 6 : 6 2 2 - 6 6 7  
8 )  Weissfeld JL， et al. Sex and age interactions in the association between alcohol and 
blood pressure. Am J Epidemiol 1988; 128: 559-569 
9)MacMahon S. Alcohol consumption and hypertension. Hypertension 1987; 9: 111-121 
1 0 ) Abe H， et al. Biphasic effects of repeated alcohol intake on 24-hour blood pressure 
in hypertensive patients. Circulation 1994; 89: 2626-2633 
1 1  )上島弘嗣. 飲酒と高血圧. 日 本公衛誌 1 9 8 6 ; 3 3 : 2 5 3- 2 5 7  
1 2 ) Puddey 18， et al. Evidence for a direct effect of alcohol consumption on blood 
pressure in normotensive men: a randomized controlled trial. Hypertension 1985; 7: 
nF'u -BE'A 
に: 三 プ一一一 | 
707-713 
13) Arkwright PD， et al. Effect of alcohol use and other aspects of lifestyle on blood 
pressure levels and prevalence of hypertension in a working population. Circulation 1982; 
66: 60-66 
14) Ueshima H， et al. Alcohol intake and hypertension among urban and rural japanese 
population. j Chron Dis 1984; 37: 585-592 
15 )馬場俊六， 他. 断面調査による高血圧と飲酒， 食塩摂取量との関連に関する研究. 日
本公衛誌1985; 32: 719-723 
16) Harburg E， et al. Community norms of alcohol usage and blood pressure. Am j Public 
llealth 1980; 70: 813-820 
17) Gillman MW， et al. Relationship of alcohol intake with blood pressure in young adults. 
Hypertension 1995; 25: 1106-1110 
18)加藤育子， 富永祐民， 松岡いづみ.喫煙者及び飲酒者の生活習慣の特徴. 日本公衛誌
1987; 34: 692-701 
1 9)小笹晃太郎， 他喫煙， 飲酒習慣， 及び運動習慣の保健行動モデル特性. 日本公衛誌
1995; 42: 1029-1040 
20)小津秀樹. 脳卒中の地域差と過去の食生活. 日本公衛i誌1968・ 15: 551-556 
21) INTERSAL T Co-operative Research Group. I NT ERSALT study， an international Co-
operative study on the relation of blood pressure to electrolyte excretion in population， 
1， design and methods. j Hypertens 1986; 4: 781-787 
ηベUa----A 
2 2 )山田 裕一， 他 . 少 量飲 酒 の 血 圧 上 昇効果-特 に 血 清 ァ G T P 活性 と 血圧 値 の 関 係一.
日本公衛誌 1 989; 3 6 : 375-384 
23) Ueshima H， et al. The effect of reduced alcohol consumption on blood pressure. 
J Hum Hypertens 1987; 1: 113-119 
24)財団法人厚生統計協会 . 国民衛 生 の 動向. 東京:厚生統計協会 ， 1 9 97; 478 
2 5 )  Potter ]F， Beevers DG. Pressor effect of alcohol in hypertension. Lancet 1984; 5: 
119-122 
2 6 ) Saunders B]， Beevers DG， Paton A. Alcohol-induced hypertension. Lancet 1981; 2: 
653-656 
27) Ogata M， et al. Adrenal function and alcoholism: 1I catecholamines. Psychosom Med 
1971・ 33: 159-180 
28)中島民江， 他 . 飲酒 に よ る 栄養摂取状況の 変 化 . 日 本公衛誌 1 9 9 2; 3 9 : 9 0 - 9 9  
2 9 )伊藤和枝， 川 崎晃一， 上園慶子 . ナ ト リ ウム・ カ リ ウ ム ・ カ ル シ ウ ム ・ マ グネ シ ウ ム
摂取量 と 血圧 と の 関連 . 日 本公衛誌 1 9 9 5; 4 2 : 9 5 - 1 0 3  
30) Stamler J， Caggiula WA， Grandits AD. Relation of body mass and alcohol， nutrient， 
fiber and caffeine intakes to blood pressure in the special intervention and usual care 
groups in the Multiple Risk Factor Intervention Trial. Am ] Clin Nutr 1997; 65(suppl): 
338s-365s 
31)Appel L]， et al. A clinical trial of the effects of dietary patterns on blood pressure. 
DASH Collaborative Research Group. N Engl ] Med 1997'; 336: 1117-1124 
A斗A4EE・E・-
研究1 飲酒行動 に 連動す る 食事摂 取 と 血圧 に 関す る記述疫学的研究
表 1 対象者 の 概 要 (個数 1 58) 
項 目 平均値 S D  
一
年 齢 3 9 .  7 1 1 . 3 
飲酒量(ml/週) 1 6 4 .  1 1 6 0 .  6 
身 長(cm) 1 68. 6 6. 2 
体 重(kg) 6 5 . 6 9 .  7 
B M 1 (kg/rrl) 2 3 . 1 3 . 1 
収縮期 血圧 ( S B P、 mmHg) 1 1 9 . 6 1 1 . 8 
拡張期 血圧 ( D B P、 mmHg) 74 . 1 1 0 . 9 
血清総コレステロール(mg/d 1 )  1 89 .  5 3 3 . 0 
血清HDLコレステロール(mg/dl) 5 0 . 4 1 3 . 6 
SD:標準偏差
BMI :Body Mas s I n d ex 
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研究 1 飲酒行動 に 連動す る 食事 摂 取 と 血圧 に 関す る 記述疫学的研究
表2 対象者 の 年齢層別 成績
年齢区分 20�29 30�39 4 0'"'/ 4 9 50�59 p 
人 数 4 1 3 8 4 0 3 9 
喫煙 者 (率) 2 2 ( 5 3 . 7%) 2 6 ( 68. 4%) 2 9 (72 .  5完) 2 0 ( 5 1 .  3児)
飲酒量 (m 1 /週) 1 1 0 . 8+ 1 0 1 .  4 2 0 6 . 3+ 1 6 4 .  3 1 9 3 .  8:!:: 1 8 1 . 6 1 48. 5+ 1 72 . 2 . 0 3 0  
B M 1 (kg/ぱ) 2 2 . 7+3. 5 2 3 . 2 + 3. 5 2 2 . 7:!::2 .  3 2 3 . 8+3. 0 . 3 58 
S B P (mmHg) 1 1 7. 4+ 1 1 .  5 1 1 9 . 1 + 1 1 . 0 1 1 7. 1 :!:: 1 0 . 0 1 2 4 .  8+ 1 3 . 2 . 0 1 2 
D B P (mmHg) 6 9 . 3 + 1 2 . 7 74. 9 + 1 1 . 5 74.  4士8. 2 78. 2 + 8. 7 . 0 0 3  
T C H (mg/d 1 )  1 72 . 7+2 9 . 7 1 86 . 5+3 3. 4 1 9 4 . 6:t:2 9 . 。 2 0 4 . 9+3 2 . 1 く. 0 0 1 
摂取熱量 (C a 1 / 日 ) 2 3 2 1 +5 2 5  2 4 67+682 2 2 9 4:!::47 1 2 2 67+4 0 4  . 3 57 
TCH:血清総コレステロール。
飲酒量、 B M I 、 S B P 、 D B P 及 び T CHの 値 は 、 平均値±標準偏差。
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研究 1 飲酒行動 に 連動す る 食事摂 取 と 血圧 に 関 す る記述疫学的研究
表3 ア ル コ ー ル 摂 取 量 4 区分 に よ る 基本 集 計 及 び分 散 分 析
飲酒区分 (m 1 /週) 。 < 1 2 5 < 2 5 0  2 5 0 �三
個 数 2 9 5 0 4 1 3 8 
平均値 S D  平均値 S D  平均値 S D  平均値 S D  p 
年齢 42. 3 13. 4 37. 5 11. 4 38. 1 11. 0 42. 2 9. 3 .048 
飲酒量 (m 1 /週) 。 。 66. 4 33. 7 183. 2 30. 6 397. 2 129. 4く. 001 
身長(cm) 167. 7 5. 6 168. 7 6. 7 169. 6 6. 6 168. 2 5. 6 . 962 
体重( kg) 64. 6 12. 6 65. 7 11. 7 66. ß 6. 7 65. 4 6. 7 . 961 
B M 1 ( kg/ rrl) 22. 9 4.0 23. 0 3. 6 23. 2 2. 3 23. 1 2. 4 . 969 
S B P (mmHg) 118. 6 15. 0 11 6. 5 12. 0 120. 9 10. 9 122. 9 8. 5 . 041 
D B P (mmHg) 73. 2 10. 8 72. 5 11. 6 73. 7 10. 8 77.4 9. 6 . 163 
摂取熱量 (Ca 1 / 日 ) 2313 487 2243 506 2459 613 2344 486 . 341 
分散分析 は、 年齢区分 ( 2 区分) 及 び喫煙 ( 2 区分) で 調整。
ウi-EEEA 
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表 4 血液生 化学 の 成績 及 び分散分析
飲酒区分 (m l /週) 。 < 1 2 5 < 2 5 0 2 5 0 �三
平均値 S D  平均値 S D  平均値 S D  平均値 S D  p 
TCH (mg/d l ) 200. 7 41. 2 185. 4 33. 1 187. 7 22. 6 188. 3 34. 8 . 271 
HDL (mg/d l )  49. 4 13. 3 46. 9 12. 6 51. 9 l4. 5 54. 3 13. 2 . 007 
hdl先(出) 25. 7 8. 6 25. 9 7. 7 28. 2 8. 6 29. 6 8. 5 . 027 
GOT ホ ( I U/ 1 )  20. 7 1. 46 18. 9 1. 38 20. 7 l. 38 23. 6 1. 31 . 018 
GPT * ( I U/ l )  11. 4 2. 08 11. 4 1. 80 12. 7 1. 88 13. 2 1. 77 . 622 
γGT P* ( IU/ 1 ) 14. 6 1. 86 15. 8 1. 80 18. 9 l. 82 27. 7 2. 08 く. 001 
分散分析 は 、 年齢区分 ( 2 区分) 、 喫煙 ( 2 区分 ) 及 び飲 酒区分 ( 4 区分 ) で 調整。
TCH: 血清総コレステロール， HDL: 血 清HDLコレステロール， hd 1 %: 血清 総コレステロール中 の 血 清HDLコレステロール割合，
GOT : 血清 G OT ， G PT : 血 清 G P T ， γ 訂正 血清 γ G T P
* . 幾何平均 及 び標準偏差
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表 5 24時間尿検査 の 成 績 及 び分散分析
飲酒区分 (m l /週) 。 < 1 2 5 < 2 5 0  2 5 0< 
平均値 S D  平均値 S D  平均値 S D  平均値 S D  p 
Na/d ay (mEq) 2 1 1 .  3 7 1 .  0 1 8 3 .  3 6 0 . 3 2 0 9 .  2 6 3 . 1 2 3 6 .  0 7 2 . 3 . 0 0 3  
K/day (mEq) 3 8 . 5 9 .  1 3 7. 9 1 0 . 6 4 1 .  9 1 0 . 2 4 7 . 3 1 4 . 9 . 0 0 1 
Ca/d ay (mEq) 1 7 . 0 8. 1 2  1 4. 4 5 .  6 8  1 7 .  7 8. 0 1  2 0 . 1 8. 2 0  . 0 0 2  
Mg/day (mEq) 5 .  9 5  2 .  1 0  5 .  4 2  2 .  0 5  6 .  4 5  1 .  8 8  6 .  2 9  2 .  1 6  . 0 7 5  
Cl /day (mEq) 1 8 8 .  7 6 4 . 3 1 6 4 .  9 5 2 . 0 1 9 0 .  4 5 8 . 6 2 2 6 . 7 6 8 . 4 く. 0 0 1 
Na/K 5 .  5 6  1 .  5 2  4 . 9 3  1 .  2 4  5 .  0 4  1 .  1 3  5 . 1 1  1 .  0 9  . 1 9 8 
Ca/Mg 3. 0 1  1 .  5 0  2 .  8 5  1 .  2 1  2 .  8 8  1 .  1 8  3 .  3 7  1 .  0 9  . 2 4 1 
尿量 (m 1) 1 3 3 1  3 9 2  1 1 4 2 3 9 1  1 5 1 3  4 6 1 1 7 2 8  6 5 7 く. 0 0 1 
分散分析 は 、 年齢区分 ( 2 区分) 及 び喫煙 ( 2 区分) で 調整。
ハ叫υ4・2EA
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表6 食品 群別 摂 取 の 成績及び分散分析
飲酒区分 (m l /週) 。 < 1 2 5  < 2 5 0  
平均値 S D  平均値 S D  平 均 値 S D  
穀類(g) 1 5 5 5  1 .  3 5  1 4 2 1  1 .  4 6  1 4 7 9  1 .  5 4  
いも委員(g) 9 7 . 5 5 .  8 1  6 0 . 6 9 .  4 9  4 5 . 1 9 .  0 3  
砂糖類(g) 4 1 .  5 2 .  5 1  4 5 .  5 2 .  3 2  4 7 . 4 2 .  6 1  
菓子類(g) 7 .  6 1 6 . 9 1 3 . 3 1 6 . 1 2 3 . 1 1 8 . 4 
油脂類(g) 7 0 .  5 5 .  3 7  9 4 . 6 3 .  3 2  7 2 . 7 4. 2 2  
種実類(g) o .  9 3. 5 3  1 .  3 5 .  2 6  1 .  3 5 .  1 6  
豆類(g) 2 6 9 . 4 2 .  8 6  6 7 . 0 9 .  3 0  1 6 4 .  7 6 .  7 5  
魚介類(g) 2 9 1 .  9 2 .  4 6  1 2 4 .  2 7 .  1 7 2 0 3 . 4 4. 1 0  
肉類(g) 1 5 5 .  0 8. 8 5  2 2 0 . 4 2 .  9 7  1 9 3 .  4 4 . 4 4  
卵類(g) 2 2 . 1 9 .  7 8  4 9 .  4 7 .  6 9  5 0 . 4 6 .  8 9  
乳類(g) 1 5 . 6 1 3 . 6 6 9 . 1 1 5 . 3 3 3 . 1 1 4 . 9 
野菜類(g) 5 6 5 . 8 1 .  7 2  4 7 2 . 4 l. 8 2  5 6 5 . 8 1 .  6 7  
果実類(g) 9 .  8 1 5 . 0 4 4 . 6 1 4. 0 7 0 . 5 9 .  5 8  
きのこ類(g) 3. 3 5 .  2 6  2 .  4 5 .  9 0  5 .  7 6 .  1 1  
藻類(g) 4 .  5 3 . 5 3  3 .  2 4. 6 6  3 . 4 4. 5 3  
日替好品類(g) 6 1 3  3. 9 0  8 0 3  3 .  4 2  1 4 3 6  2 .  1 2  
調味料類(g) 1 3 8 .  8 1 .  8 8  1 4 0 .  2 2 .  3 2  1 2 3 .  0 2 .  0 8  
加工品類(g) l. 5 7 .  6 9  2 .  3 9 . 6 8  6 .  6 1 5 . 3 
市販品類(g) o .  5 3. 9 4  O .  6 5 .  1 0  0 . 4 3. 2 9  
分散分析 は 、 年 齢区分 ( 2 区分) 及 び喫煙 ( 2 区分) で 調整。
数値は幾何平均 及 び標準偏差。
- 2 0  -
2 5 0豆
平均値
1 3 5 2  
6 5 . 0 
4 6 .  0 
4. 5 
5 6 . 0 
o . 3 
1 2 5 .  5 
3 6 7. 7 
1 3 2 .  0 
2 8 . 7 
2 1 .  0 
5 8 3. 1 
5 8 . 2 
4. 2 
1 . 9 
1 8 2 5  
1 5 8. 2 
2 .  6 
l. 2 
S D  p 
1 .  4 2  . 4 9 5  
8 .  0 8  . 6 3 4  
2 .  2 0  . 6 6 3  
1 3 . 1 . 1 1 0 
5 .  5 8  . 5 9 0  
2 .  3 2  . 4 0 3  
6 .  3 0  . 0 1 1 
2 .  2 9  . 0 0 6  
6 .  7 5  . 6 1 5  
1 0 . 7 . 2 0 3  
1 1 . 5 . 0 7 3  
1 .  6 8  . 1 8 3 
1 5 .  6 . 0 0 6  
5 .  2 1  . 2 4 7  
3 .  4 6  . 2 3 5  
1 .  6 8  . 0 0 0  
1 .  9 9  . 5 5 8  
1 O .  8 . 3 1 4 
6. 1 7  . 5 1 4  
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表7 栄養素 摂 取 の 成績及び分散分析
飲酒区分 (m l /週) 。 < 1 2 5 < 2 50 2 50< 
平均値 S D  平均値 S D  平均値 S D  平 均 値 S D  p 
動物性蛋 白 (g) 4 1 .  1 1 .  5 4  3 6 . 3 1 .  6 2  3 7 . 9 1 .  5 1  4 4 .  2 1 .  4 6  . 3 1 9 
植物性蛋 白 (g) 4 1 . 1 1 .  34  3 6 . 3 1 .  3 4  4 2 . 8 1 .  3 2  3 7 . 5 1 .  2 8  . 0 2 4  
動物性脂肪 (g) 2 3 . 8 1 .  8 0  2 4. 3 1 .  7 7  2 2 . 3 1 .  7 7  2 3 . 3 1 .  6 2  . 9 0 8  
植物性脂肪 (g) 2 7 . 8 1 .  4 5  2 5 . 6 1 .  6 3  2 7 . 8 1 .  6 8  2 3 . 8 1 .  4 8  . 5 3 5  
糖質 (g) 3 1 9 . 5 1 .  2 5  2 9 7 . 9 1 .  2 5  3 2 6 . 0 1 .  2 6  2 8 0 . 5 1 .  2 8  . 0 3 4  
繊維 (g) 4.  5 1  1 .  3 5  4 .  1 3  1 .  5 7  4 .  7 0  1 .  4 4  4 .  3 0  1 .  4 2  . 2 8 5  
カルシウム(mg) 5 2 8  1 .  5 8  5 1 2  1 .  7 0  5 2 8  1 .  5 4  4 8 7  1 .  5 1  . 7 3 2  
リン(mg) 1 2 7 3  1 .  2 8  1 1 4 0  1 .  3 8  1 2 4 8  1 .  2 7  1 2 2 3  1 .  2 8  . 2 5 0  
鉄(mg) 1 2 . 7 1 .  3 0  1 1 . 1 1 .  3 2  1 2 . 6 1 .  3 0  1 1 . 9 1 .  2 5  . 0 4 9  
ナトリウム(g) 5 .  7 7  1 .  34  4 .  7 7  1 .  4 9  5 .  0 6  1 .  4 3  5 . 7 1  1 .  3 0  . 0 4 5  
カリウム(g) 3. 0 4  1 .  3 3  3 .  0 0  1 .  4 5  3 .  0 9  1 .  3 3  3 .  2 6  1 .  2 9  . 6 2 2  
ビタミンA ( I U) 2 5 1 4  1 .  9 7  1 8 8 1  1 .  8 8  2 3 2 1 2 .  1 2  2 2 3 0  1 .  9 2  . 2 4 3  
ビタミンB 1 (mg) 1 .  2 7  1 .  2 2  1 .  4 8  2 .  1 0  1 .  7 5  2 . 8 9  1 .  1 4  1 .  2 2  . 6 1 1 
ビタミンB2 (mg) 1 .  3 4  1 .  2 5  1 .  4 4  1 .  2 8  1 .  6 9  1 .  4 9  1 .  3 4  1 .  1 9 . 0 8 3  
ナイ7シン(mg) 1 9 . 5 1 .  34  1 7 . 2 1 .  3 5  1 9 . 7 1 .  3 4  2 0 . 5 1 .  4 0  . 0 6 7  
ビタミンC (mg) 1 0 0 1 .  7 3  9 3  2 .  1 0  1 0 9 1 .  7 5  1 2 2 1 .  7 7  . 1 3 6 
ビタミンE (mg) 8. 7 8  1 .  3 2  8 .  2 1  1 .  3 9  8 . 4 9  1 .  3 5  9 .  1 8  1 .  3 8  . 4 1 3  
マグネシウム(mg) 2 4 4  1 .  4 0  2 1 0  1 .  4 9  2 2 7  1 .  4 5  2 3 9  1 .  3 5  . 2 5 2  
亜鉛(mg) 7. 2 6  1 .  3 0  6 .  2 5  1 .  4 6  6 .  5 7  1 .  4 6  6 .  5 7  1 .  3 6  . 3 4 8  
銅(mg) 1 .  2 7  1 .  5 2  O .  9 7  1 .  4 6  1 .  0 5  1 .  5 1  1 .  1 0  1 .  3 1  . 0 1 9  
一
分散分析 は 、 年齢区分 ( 2 区分) 及 び喫煙 ( 2 区分) で調整。
数値は幾何平均 及 び標準偏差 。
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表8 食品群摂 取 因 子 の 成績 及 び分散分析
飲酒区分(m l /週) 。 < 1 2 5 < 2 5 0  2 5 0< 
平均値 S D  平均値 S D  平均値 S D  平 均 値 S D  p 
FACI0 l  . 0 6 2  . 9 8 3  一. 1 3 0 l. 1 6 3 . 0 1 8 . 78 8 . 1 0 4 l. 0 0 6  . 6 5 8  
FACI0 2  . 1 0 6 . 79 0 一. 2 6 4 . 9 4 8  . 2 2 8  l. 0 4 1 . 0 2 1 l. 1 1 7 . 0 6 0  
FACI0 3 一. 0 5 6  . 8 0 3  . 2 8 9  1 .  1 2 7  . 1 1 1  l. 0 5 1 一. 4 5 7 . 73 1 . 0 0 9  
FACI04 . 1 5 8 . 9 6 8  . 0 0 6  l. 0 4 6  一. 1 0 2 1 .  0 6 4  一. 0 1 9  . 9 1 1 . 8 6 5  
FACI0 5 一. 2 1 5  l. 1 8 1 . 1 5 1  . 9 4 0  . 1 4 2 . 75 8 一. 1 8 8 l. 1 2 8 . 1 5 8 
FACI0 6 一. 4 5 9  . 9 8 7 . 1 8 5 . 9 4 4  . 2 1 1 . 9 8 6  一. 1 2 0 l. 0 0 0  . 0 0 6  
FACI0 7 . 3 6 6  . 8 0 3  一. 0 4 9  l. 0 0 5  . 0 9 5  l. 1 5 9 一. 3 1 8  . 8 6 1 . 0 3 7 
FACI0 8 一. 3 73 l. 2 5 6  一. 2 71 l. 1 1 9 . 1 9 2 . 76 7 . 4 3 4  . 5 5 8  . 0 0 1 
FAC1 0 9  . 0 4 0  . 75 0 一. 0 9 1 . 9 3 9  . 2 1 2 l. 13 0 一. 1 4 0 l. 0 9 0  . 5 8 0 
分散分析 は 、 年齢区分 ( 2 区分) 及 び喫煙 ( 2 区分) で 調整。
FACI0 l: 調味料類 因 子 t FAC1 0 2 : き の こ ・ 豆類 因 子 t FACI0 3 :種実・肉類 因子，
FACI04 :砂糖・芋類 因 子 t FACI0 5 :卵類 因 子 t FAC1 0 6 : 乳類 因 子 t FAC1 0 7: 藻類 因 子，
FACI0 8 :曙好品類 因 子 FAC1 0 9 :加工品類 因子
- 2 2  -
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表9 栄養素別 摂 取 因子 の 成績及 び分散分析
飲酒区分(m l /週) 0 < 1 2 5 < 2 5 0  2 5 0 �三
平均値 S D  平均値 S D  平均値 S D  平均値 S D  p 
FAC20 1 . 1 5 8 l. 0 3 3  一. 1 2 3 l. 0 1 7  . 1 9 1  l. 0 7 0  一. 1 6 4 . 8 4 8  . 1 9 0 
FAC2 0 2  一. 0 2 9  l. 1 4 9 一. 0 7 0  l. 0 1 4  一. 1 1 8 . 9 2 3 . 2 4 2  . 9 3 8  . 5 34 
FAC203  . 3 3 4  . 9 8 3  一. 1 9 8 . 9 2 9  一. 0 2 6  l. 1 8 5 . 0 3 3  . 8 4 2  . 1 8 4 
FAC2 04 一. 0 6 6  . 6 8 3  一. 1 7 3 l. 2 0 8  一. 0 1 7  . 9 6 9  . 2 9 7  . 8 9 8  . 1 2 7 
FAC2 0 5  一. 1 1 1  . 5 1 2  . 0 1 0 . 9 6 6  . 3 2 1 l. 4 9 2  一. 2 75 . 4 5 0  . 1 0 6 
FAC206  . 0 4 6  l. 1 0 8 . 0 5 3  l. 0 8 1  . 0 2 5  . 8 9 0  一. 1 3 2 . 9 4 2  . 9 1  7 
分散分析 は 、 年 齢 区分 ( 2 区分) 及 び喫煙 ( 2 区分) で 調整。
FAC20 1 :植物性蛋 白 因 子， FAC2 0 2 : 動物性食物 因 子 ， FAC2 0 3 ，:亜鉛・銅因子，
FAC204 :ビタ ミ ンC ・繊維 因 子 ， FAC2 0 5 :ビタ ミ ン B 因 子 ， FAC2 0 6 :植物 性脂肪 因 子
qtU ワム
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表 1 0 食品類 因 子要 因 と 血圧 の 関 連
S B P D B P 
6 p 8 p 
FAC1 0 1  一. 0 0 5  . 9 5 0  . 0 5 6  . 4.3 6  
FAC1 0 2  一. 0 5 4  . 5 0 0  . 0 1 8  . 8 1 3  
FAC1 0 3  一. 0 4 8  . 5 6 6  一. 1 1 6 . 1 4 2 
FAC1 04 一. 2 0 2  . 0 0 9  一. 1 9 6 . 0 0 7  
FAC1 0 5  . 0 1 1 . 8 8 7 一. 0 6 7 . 3 6 2  
FAC1 0 6  一. 1 4 6 . 0 76 一. 1 76 . 0 2 2  
FAC1 0 7  . 1 5 5 . 0 4 8  1 4 7  . 0 4 5  
FAC1 08  . 0 3 1 . 70 5 一. 0 5 0  . 5 2 2  
FACI09 一. 0 4 7 . 5 5 9  一. 0 6 3  . 3 9 7  
共分散分析 は 、 年 齢 区分 ( 2 区分) 、 喫煙 ( 2 区分) 、 飲 酒 区分 ( 4 区分) 、
及びBMI で 調整。
FACIOl: 調味料類 因子 I FAC I0 2 : き の こ・ 豆類 因 子 I FAC I0 3 :種実・肉類 因 子，
FACI04 :砂糖・芋類 因 子 I FACI0 5 :卵類 因 子 FAC I0 6 : 乳類 因 子 I FAC I0 7: 藻類 因 子，
FACI08 :噌好品類 因子 I FAC I0 9 : 加工品類 因子
A斗AQF'U 
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表 1 1 栄 養素 因 子要 因 と 血圧 の 関 連
S B P D B P 
B p 8 p 
FAC20 1 一. 1 3 2 . 0 9 2  一. 0 9 2  . 2 1 3  
FAC2 0 2  . 1 2 7 . 1 0 5 一. 0 3 1 . 6 7 8  
FAC2 0 3  . 0 9 1 . 2 5 2  . 0 0 5  . 9 5 2  
FAC2 04  一. 0 3 9  . 6 2 9  一. 0 0 2  . 9 7 9  
FAC2 0 5  . 0 2 1 . 7 8 9  一. 1 1 9 . 1 0 9 
FAC2 0 6  一. 1 4 2 . 0 6 9  一. 0 7 3  . 3 2 1 
共分散分析 は 、 年 齢区分 ( 2 区分) 、 喫煙 ( 2 区分 ) 、 飲 酒区分 ( 4 区分) 、
及び B M I で 調整。
FAC2 0 1  :植物性蛋 白 因 子 ， FAC2 0 2 : 動物性食物 因 子 ， FAC2 0 3 :亜鉛・銅因子，
FAC2 04:ビタ ミ ン C ・繊維 因 子 ， FAC2 0 5 :ビタ ミ ン B 因 子 ， FAC2 0 6:植物性脂肪 因子
「「Unfu 
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表 1 2 飲酒 区分に よ る 血圧 の 比較
S B P D B P 
係数 p 係数 p 
飲酒量0くく 1 2 5 m l /週 に
較べて
。 . 8  . 775 一 . 8 . 73 7 
1 2 5 << 2 5 0  4. 6 . 0 4 9  l. 5 . 4 3 6  
2 5 0< 6 . 4 . 0 0 8  4 .  6 . 0 2 7 
共分散分析 は 、 年 齢 区分 ( 2 区分) 、 喫煙 ( 2 区分) 、 B �VI I 、
FAC I04 、 FAC I0 6 及 びFAC I0 7で 調整。
phu n/ω 
研究 2
節酒 と 赤血球膜Na + -K十一ATP a s e活 性
[緒 言]
飲酒 と 高 血圧 に 関 す る 報告 は多 数 あ る が 1 ) � 4 ) 、 上 島 ら 5 ) ， 6 ) は 節 酒 に よ り 軽 症 高 血 圧 者
の血圧が低下す る こ と を 報告 して い る 。 ア ル コ ー ル 摂 取 に よ る 血 圧 上 昇 の 機序 と して 、 ア
ル コ ー ルが直接血管平滑筋細胞 内 の カ ル シ ウ ム ・ イ オ ン の 濃度 を 上 げ る 結果 、 血 管 の 緊 張
が冗進 して 血圧が上昇す る と す る 説 7 ) や 血圧 と 血清 γ G �rP が よ く 相 関 す る こ と か ら 血 清
γ G T P を 上 昇 さ せ る 要 因 、 た と え ば脂肪肝 と の 関 連 3 ) な ど が指摘 さ れて い る 。 一方、 高
血圧 の 発 生機序 に お いて 、 細胞 の イ オ ン 交換 の 異常 が深 く 関 わ って い る と 考 え ら れて お り 、
そ の 主要 な 系 で あ る N a + -K+-ATP a s e活性 に つ いて研究 が 多 数 行 わ れて い る 。 ま た 、 Na 十-K+­
ATPa s e活性 の測定 は 、 比較的採取 の 容 易 な 赤 血球膜 に つ いて 行わ れ る こ と が多 く 、 人 に お
け る 本酵素活性 の 指標 と して 用 い ら れて い る 。 高 血 圧者 に お いて 赤 血 球 膜N a + -K+-ATP a s e
活性が増加 して い る と す る も の 8 ) � I () ) 、 減 少 して い る と す る も の I l l ， I 2 ) 、 あ る い は特 に 差
を 認 め な い と す る も の I 3 ， I 4 ) ま で 様 々 の 報告 が あ る 。 赤 血 球 膜N a +-K十-ATP a s e活性 に 影響
す る 要 因 と して は 、 民族 に よ る 違 い や 家族歴 の 有無 と い っ た 遺 伝 的 な も の と 赤 血球膜 の脂
質や血清 中 の 酵素活性 抑 制 物 質 等 に よ る 影響 の 後 天 的 な も の が考 え ら れて い る 。 酵素活性
と 血圧 と の 関 係 に 一致 し た 見解 が得 ら れて い な い 背 景 に は 、 酵素活性 に 影 響す る 要 因 の 複
雑 さ が考 え ら れて い る I 2 ) 。
こ れ ま で の研究 の ほ と ん ど は 、 断面 的 な 調査 で あ り 、 個 人 の 血圧 の 変化 に 伴 う 酵素活性
の 変 化 を 追 跡 し た も の は少 な い 。 今 回 、 習慣 的 に 飲酒 を 行 って い る 軽 症 高 血 圧者が飲酒 を
で き る 限 り 控 え る こ と ( 節 酒) に よ り 、 血圧が ど の よ う に 変化 す る か 調べ る と と も に 、 そ
の 変 動 に 伴 う 赤血球膜N a +-K+-ATP a s e活性 の 変 化 を 個 々 に 追 跡調 査す る い わ ゆ る 介 入研究
を 行 う こ と に よ り 、 ア ル コ ー ル摂取 に よ る 血圧 の 変 動 に お け る 細 胞膜 の イ オ ン 交換 で 主 要
な役割 を 果 た して い る N a +-K + -ATP a s e活性 の 関連性 を 解 明 、す る 一つ の 糸 口 と し た い 。
[対象 と 方法 ]
大 阪 府 内 の 事 務 系 の 職 場 に 勤務 す る 3 0 歳 か ら 5 9 歳 ま で の 男 子労 働 者 よ り 参 加 者 を 募集
し 、 飲酒状況や 血 圧 に つ いて 以下 の 条件 を 満た す も の を 対 象 と し た 。 飲酒 に つ いて は 、 週
4 回以上飲酒 し 、 飲酒量 は エ タ ノ ー ル に 換算 し 、 一 日 平均 2 8m l 以 上 ( 5 6 . 7m l + 2 5 . 6 ) の 者 、
勺infu 
血圧 に つ いて は 、 収縮期血圧 ( S B P ) が 1 40 mmHg以 上 1 80 mmHg未 満 、 ま た は拡張 期 血 圧 ( D
B p ) が 9 0 mmHg以 上 1 1 0 mm Hg未満 の い ずれか ま た は両 方 を 満 た し 、 降圧剤 に よ る 治療 は受
けて い な い 者 を 対象 と し た 。 ま た 、 糖尿病 、 高 コ レ ス テ ロ ー ル血 症 お よ び痛 風 の 治療 を 受
けて い る 者 は除 い た D な お 、 対 象 と な っ た 5 4 名 か ら は 、 説 明 に よ る 同 意 を 得 た 。
参加者 5 4 名 を 2 7名 ずつ の 2 グルー プ ( A グル ー プ と B グル ー プ) に 無作為 に 分け 、 は じ
め の 2 週 間 を ベ ー ス ラ イ ン 期 間 と し 通常 の飲 酒 を 行 う よ う 指示 し た 。 次 の 3 週 間 ( 期 間 1 ) 
はA グ ル ー プ に 属 す る 者 がで き る 限 り 飲酒 を 控 え ( 節 酒 し ) 、 次 の 3 週 間 ( 期 間 II ) は B
グルー プ に 属 す る 者が節酒 し た 。 参加者 に は 、 節酒 を 行 う 期 間 以外 は な る べ く 通常飲酒 を
行 う よ う 要請 し た ( F i g. 1 ) 。 一週 間 毎 に 保健 婦 が 身長 及 び、体重 を 測 定 し 、 参加者 が毎 日
記録 し た 飲酒記録 を 点検 し た 。 ま た 、 血 圧 は 、 2 名 の 医師 が ラ ン ダム ゼ ロ 血圧計 を 用 い 、
2 回測定 し た 。 解 析 に 当 た って はそ の 平均値 を 用 い た 。 ま た 、 血圧測定 に 際 して は 、 被験
者がA 、 B い ずれ の グルー フ に 属す る か を 知 る こ と の 無 い よ う に し た 。 血圧測定 は午前 1 0
時か ら 午後 3 時 ま で の 聞 に 行 い 、 食後3 0分、 喫煙1 5分以 内 、 激 し い 運 動 30分以 内 を 避 け た 。
各 期 間 の 最終 日 に 採 血 を 行 っ た D 血液サ ン プル に よ り 、 血 清 総 コ レ ス テ ロ ー ル 、 血 清 γ ­
G TP 、 赤 血 球膜Na +-K+-ATP as e活性等 を 測 定 し た 。
赤血球膜N a + - K + -ATP a s e 活 性測定 の 概 要 は以 下 の と お り で あ る 。 ま ず 、 ヘ パ リ ン 採 血後
遠 心 に よ り 赤 血 球 成分を 分離 し 、 Swa r t s ら 1 4 ) の 条 件 の も と に 赤 血球 を 溶 血 、 洗 浄 し 、 赤
血 球膜 を 抽 出 し た 。 こ の 赤 血 球膜浮遊液か ら 一定 量 を 2 本 の 試験管 に 取 り 、 5 mM A T P 溶
液 に O. 1 mM ウ ア パ イ ン を 添加 し た 溶 液 と ウ ア パ イ ン 非添加 の 溶 液 を そ れぞれ加 え 2 0 分間加
温 し た 。 残存 A T P と O. 0 1 幻 レ シ フ ェ リ ン ル シ フ エ ラ ー ゼ溶 液 と を 反 応 さ せ 、 生 じ た 蛍 光
をAn a l y t i c a l L um i n e s c e n c e  L a b o r a t o r y I n c . 製TD-4 0 0 0 ( 使 用 波 長 は 8 75 nm) に よ り 測定
し 、 そ の 発 光 量 の 差 に よ り 赤 血球膜N a + -K+ -ATP a s e 活 性 を 求 め た 。 ま た 、 一定 量 の 赤 血 球
膜浮遊液か ら ト リ ト ン X に よ り 蛋 白 質 を 抽 出 し 、 B i o Ra d社 のB i o Rad  P r o t e i n  As s ay キ ッ
ト ( 色素結 合法) に よ り 蛋 白 量 を 測定 し た 。
赤血球膜 に 含 ま れ る コ レ ス テ ロ ー ル と リ ン脂質 に つ い て は 、 B l i gh と Dy e r ら の 方 法 1 S ) に
よ り 一定 量 の 赤血球膜浮遊液か ら ク ロ ロ ホ ル ム・ メ タ ノ ー ル 水溶液 に よ り 抽 出 し 、 和光純
薬工業 (株) 社製 キ ッ ト ( 酵素法) を 用 いて 測 定 し た 。 な お 、 デー タ の解析 に は 上記の 方
法 に よ って 得 ら れ た 赤 血球膜Na + -K + -ATP a s e 活 性 及 び膜脂 質 の 値 を 同 量 の 赤 血球膜浮遊液
に含 ま れ る 蛋 白 質 量 に よ り 補正 して 使 用 し た 。 解析 は 、 デ ー タ の 欠損 し た も の を 除 い た A
グルー プ2 1 名 、 B グルー フ。2 3 名 で行 っ た 。
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ま ず 、 A グル ー プ と B グルー プ の 測 定 成績 を 各期 間 に お い て 比 較 し 、 次 に 各 グルー プ の
期 間 に よ る 変 動 を そ れぞれ二元配置 分散分析 ( 多重 比 較 はTu1ぽy の 方 法 ) に よ り 検定 し た 。
ま た 、 期 間 I と 期 間 E に お け る 節 酒 の 効 果 に つ い て 、 H i 1 1  s と A r rn i t age の 方 法 1 6 ) を 用 い
て分析 し た 。
さ ら に 、 節 酒期 間 と そ の 直 前 の 通 常飲酒期 間 ( A グ ル ー プ はベ ー ス ラ イ ン 期 間 、 B グル
ー プ は期 間 1 ) の デー タ を 用 い 、 S B P 及 び血 清 ァ G T P の そ れぞれ に つ い て そ の 変 化 の
程度 ( ( 節酒期 間 の 値 と 直 前 通 常 飲 酒期 間 の 値 と の 差 ) / ( 節 酒期 間 の 値 と 直 前通常飲酒
期 間 の 値 の 平 均 ) ) に よ り 2 群 に 分 け 、 関 連要 因 の 差 を un p a i r e d - t t e s t を 用 い て検定 し た 。
血清 ァ G T P に つ い て は 節 酒期 間 に 直 前通常飲酒期 間 よ り も 30 % 以 上 低 下 し た 群 ( γ G T
P の 低下大 の 群 ) と それ未満 の 群 ( γ G T P の 低下軽度 の 群 ) と に 分 け 、 S B P に つ い て
は節酒期 間 に 直 前通常飲酒期 間 よ り も 4 % 以 上 低 下 し た 群 ( S B P の 低 下大 の 群 ) と そ れ
未満 の 群 ( S B P の 低下軽度 の 群) と に 分 けて 比較 し た 。
[ 結 果]
A 、 B 両 グル ー プの ベ ー ス ラ イ ン 期 間 に お け る 年齢 、 身 長 、 体重 、 飲酒量 、 血圧及びそ
の 他 の 成績 を T a b 1 e 1 に 示 し た 。 ベ ー ス ラ イ ン 期 間 に お い て は 、 ア ル コ ー ル摂 取 量 、 S B
P 、 D B P 、 B o d y M a s s I n d e x  ( B M  1 、 kg/ぱ) 、 血 清 γ G T P 、 赤 血 球膜Na + -K + -ATP a s e
活性等 の指標で A 、 B グ ル ー プ聞 に 有意差 を 示 し た も の は 認 め ら れな か っ た 。
ま た 、 各 指標 間 の 単相 関 の マ ト リ ッ ク ス を T a b 1 e 2 に 示 し た 。 有 意 水 準 を 5 % と す る と 、
ア ル コ ー ル摂 取 量 と 血清 γ G T P と の 間 ( r = O . 4 9 1 ，  pくO . 0 ( 1 ) 及 び S B P と D B P と の 間
( r = O. 5 3 8 ， pくO. 0 0 1 ) で有意な 相 闘 が 認 め ら れた 。 し か し 、 赤 血 球膜Na + -K +-ATP a s e活性 と
有 意 な 相 関 を 示す指標 は認め ら れな か っ た 。
期 間 I に お け る 各所見 の 成 績 はT a b 1 e 3 、 期 間 E の そ れ はT a b 1 e 4 に そ れぞれ示 し た 。 節
酒 の 指示 に よ り 、 期 間 I で は 、 A 、 B グルー フ 問 で ア ル コ ー ル 摂 取 量 に 有意 差 ( 2 9 . 2m 1 + 
1 6 . 1 V S  6 0 . 4m 1 + 2 7 . 3 ，  PくO. 0 0 1 ) が 認 め ら れ た が 、 他 の 指標で は 有 意差 を 認 め な か っ た (
Tab l e 3 ) 。 同 様 に 、 期 間 E に お い て も 、 ア ル コ ー ル 摂 取 量 で の み 、 A 、 B グル ー プ問 に 有
意差 ( 5 4 . 6m l 士 2 7. 2 V S  2 2 . 6 m l + 2 2 . 8 ， PくO . 0 0 1 ) を 認 め た が、 他 の 指標 で有 意 差 を 認め な
か っ た ( T ab l e 4 ) 。
A 及 び B グ ル ー プ各 々 に お け る 各期 間 間 の 差 の 有 意性 に つ い て 、 そ れぞれT a b 1 e 5 及 び
Ta b l e  6 に 示 し た 。 A グル ー プで は 、 ベ ー ス ラ イ ン 期 間 か ら 節 酒期 間 ( 期 閉 じ に な り 、
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ア ル コ ー ル 摂 取 量 、 S B P 、 D B P 及 び血清 γ G T P が有 意 に 低下 し た 。 ま た 、 通常飲酒
( 期 間 II ) に 戻 り 、 節酒期 間 と 比べ 、 ア ル コ ー ル摂 取 量 が有意 に 増加 し た が 、 S B P 、
D B P 及 び血 清 γ G T P は有意差 を 認 め な か っ た 。 な お 、 期 間 E の D B P 及 び血 清 γ G T
P はベ ー ス ラ イ ン に 比べ有意 に 低 下 し た ま ま で あ っ た 。 ま た 、 S B P はベ ー ス ラ イ ン 期 間
と 節酒期 間 の 中 間 の 値 を 示 し 、 両期 間 に 有 意な 差 を 認 め な か っ た (Tab 1 e 5 ) 。
B グル ー プで は 、 通常飲酒期 間 ( 期 間 I ) の S B P 及び D B P はベ ー ス ラ イ ン 期 間 に 比
べ 、 有意 に 低 下 し た 。 節 酒 期 間 ( 期 間 II ) に は 、 ベ ー ス ラ イ ン 期 間 と 比 べ ア ル コ ー ル 摂 取
量、 S B P 、 D B P 及び血清 γ G T P が有意 に 低下 し た (Ta b 1 e 6 ) 。
次 に 、 期 間 I と 期 間 H の デー タ を 用 い 、 H i 1 1  s と A rm i t a.ge の 方 法 に よ り 節酒 の 効果 に つ
い て 分 析 し た 。 A 及 び B の 両 グル ー フ を 節 酒 期 間 と 通常飲酒期 間 で 併せ た 成績 を T a b 1 e 7 
に 示 し た 。 H i 1 1  s と A r m i t age の 方 法 に よ る 分 析 の 結果 、 ア ル コ ー ル摂 取 量 、 血 清 γ G T P
及び S B P に お い て有 意 な 差 を 認 め た 。
赤 血 球膜Na. + -K+ -ATP a s e活 性 は 、 A . B グ ル ー フ そ れぞ れ ベ ー ス ラ イ ン 期 間 で は 、 1 3 . 4 
m U / mg . p r 0 t .  + 6 .  6 、 1 3 . 6 mU/mg ' p r o し + 8 . 5 、 期 間 I で は 、 1 2 .  9 m U / mg . p r 0 t . 士 4. 5 、 1 4 . 4mU
/mg ' p r o  t .  :::!::: 3 . 4 、 そ し て 期 間 E で は 、 1 4 .  3 m U / mg . p r 0 t .  + '7 . 1 、 1 4 . 3mU/mg ' p r o し 士 5 . 3 で あ
り 、 各期 間 と も グルー プ聞 に 有 意差 を 認 め な か っ た ( Ta b 1 e 1 、 T a b 1 e 3 、 T ab l e 4 ) 。 ま た 、
A 及 び B の 両 グル ー フ と も 、 期 間 の 違 い に よ る 有 意 な 差 を 認 め る こ と はで き な か っ た (
Tab  1 e 5 、 T ab 1 e 6 ) 。 両 グル ー フ を ベ ー ス ラ イ ン 期 間 と 節 酒期 間 と で ま と め た と き の 赤 血
球膜Na + - K + -ATP a s e 活性 は そ れぞれ 、 1 3 .  5 m U / mg . p r 0 し 土 7 . 7 、 1 3 . 6mU/mg ' p r o し + 5 . 0 で あ
り 、 有意な差 を 認 め な か っ た ( T ab 1 e 7 ) 。
節酒期 間 の 血 清 γ G T P の 低 下大 の 群 と 血清 γ G T P の 低下軽度 の 群 と の 比 較 で は 、 赤
血球膜Na +-K十 一ATP a s e活 性 は 、 γ G T P の 低 下 大 の 群 、 ァ G T P の 低 下 軽 度 群 の そ れぞれ
で 、 直 前通常飲酒期 間 で は 、 1 4. 5mU/mg ' p r o  t .  + 4 .  7 、 1 3 .  5 m U / mg  . p r 0 t .  + 5 .  8 で あ り 、 節 酒
期 間 で は 1 3. OmU/mg ' p r o  t . 土 3 . 9 、 1 4 . OmU/mg ' p r o t .  + 5 . 7 で あ っ た 。 平均値で は い ずれ の 期
間 も 有 意差 を 認 め な か っ た 。 ま た 、 節 酒 に 伴 う 変 化 の 程度 に も 2 群 問 に 有意 な 差 を 認 め な
か っ た (Tab 1 e 8 ) 。
次 に 、 節酒期 間 の S B P の 低下大 の 群 と S B P の 低 下 軽 度 の 群 と に 分 け た 比較 で は 、 そ
れぞれ の 期 間 に お け る 2 群 問 の 赤 血 球膜Na +-K+ -ATP a s e活 性 は 、 有意な 差 を 認 め な か っ た 。
ま た 、 節酒 に 伴 う 変 化 の 程度 に も 2 群 聞 に 有意 な 差 を 認め な か っ た (Tab 1 e 9 ) 。
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[考 察]
3 週 間 の 節酒 に よ り 、 収縮期血圧お よ び拡張 期 血 圧 は有 意 に 低 下 し た 。 こ れ は 、 以 前 に
上 島 ら 6 ) が 2 週 間 の 節酒 に よ り 収縮期 血 圧 の 低 下 を 認 め た 研究 と 同 様 の 結果 で あ っ た 。 ま
た 、 大 酒家や 重症 高 血圧者 を 含 ま な い 中 年男 性 に お い て飲 酒量 の 増 大 に 伴 い 血圧 が 上 昇す
る と い う 横 断 的 調 査 の 結 果 1 ) ， 2 ) と も 矛盾 し な い 。
今 回 の 調査 で は 、 A グルー プ に お い て 節 酒後 の 通常飲酒期 間 で飲酒量が増加 し で も 血圧
が再上 昇す る こ と がな く 、 血清 γ G T P も 上昇 し な か っ た 。 ま た 、 B グル ー プで は 、 通常
飲酒期 間 の 後 半 に S B P 及 び D B P が低 下 し て い た ロ こ れ ら の 理 由 と し て 、 こ の 程 度 の 飲
酒量 の 変 化 と 調査期 間 が血圧 上 昇 に 与 え る 効 果 が 相 対 的 に 小 さ い こ と 、 対 象 者 の 血圧測定
に 対す る 慣れ に よ る 緊張感 の 低下 な ど が 想定 さ れ る 。 ま た 、 節 酒 を 解 除 し で も 1 日 の ア ル
コ ー ル 摂 取 量 がベ ー ス ラ イ ン 期 間 の 6 1 . 1 m l に は 戻 ら ず5 4. 6 m l 程度で あ っ た こ と も 関 連 し て
い る の で あ ろ う か 。
し か し な が ら 、 今 回 の 調 査 で は 、 節 酒 に 伴 い 血圧 は低下 し た も の の 、 赤 血 球膜Na 十-K+ ­
ATP a s e 活 性 に は 変 化 を 認 め な か っ た 。 ま た 、 通 常飲 酒 期 間 の 赤血球膜Na 十 -K + -ATP a s e活性
と 血圧 と の 相 関 も 有 意性 を 示 さ な か っ た 。 赤 血 球膜 N a + -K + -ATP a s e活性 と 血圧 の 関 係 に つ
い て は 、 S i m o n と E nge 1 8 ) や 佐 々 木 1 () ) は 、 高 血圧 者 で 酵 素 活性 が 高 い と 報 告 し て い る 。 ま
た 、 釣谷 ら 9 ) は弱 い な が ら も 血圧 と 酵 素活 性 に 正 の 相 関 を 報告 し た 。 Ryg i e l s ky ら 1 1 ) は負
の 相 関 を 報告 し 、 Rahman ら 1 2 ) は黒 人 の 未 治療 の 高 血 圧 者 で 低 下 し て い る こ と を 報告 し て
い る 。 S o ngu-M i z e ら 1 7 l は 、 正常血圧 の 小 児 に お い て 白 人女性 に 比 べ黒 人 女性 で 赤 血 球膜
の ウ ア パ イ ン 親和 性 が低下 し て い る こ と と 大 人 の 黒 人女性 の 本態 性 高 血圧 の 有病 率 が 高 く
な る こ と を 関 連 づ け 、 膜 の 酵 素 活性 の 低 い こ と が 高 血圧発 生 の 背 景 に あ る と 考察 し て い る 。
Tuc k ら 1 3 ) や Swa r t s ら 1 -1 ) は 、 特 に 関連 を 認 め な い と す る 報告 を 行 っ て い る 。 こ の よ う な 不
一致 に つ い て 佐 々 木 l り ) は 、 血清 中 の 酵 素活 性 抑 制 物 質 の 存在 を 指摘 し て お り 、 そ し て 、
W a r d e n e r I 日 ) に よ れ ば抑 制 物 質 は 、 高 血 圧 の 有 無 や 調 査 時 点 の 体液量 に よ り 変 化 す る と し
て い る 。 今 回 の 一連 の 追 跡 の 中 で は 、 血 圧 は変 化 し た も の の 赤 血球膜N a 十 -K + -ATP a s e 活性
の 変 化 は 確 認で き ず 、 ア ル コ ー ル 摂 取 の 変化 を 契機 に し た 血 圧 の 変 化 に 、 N a + -K + -ATP a s e
に よ る イ オ ン 交換 の 一貫 し た 関 与 を 示唆す る 所見 は得 ら れ な か っ た 。
ま た 、 血 圧 や 血 清 γ G T P 等 の 生 体 の 反 応 の 変化 と 赤 血 球膜N a + -K + -ATP a s e活 性 の 関連
に も 有意 な も の は得 ら れな か っ た 。 し た が っ て 、 節 酒 に よ る 血圧低下 の 一つ の 機序 と し て
膜 に お け る N a + -K+ -ATP a s e活 性 の 一貫 し た 変 化 に よ る イ オ ン 交 換 の 変化 の 関 与 を 示唆す る
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所見 は 、 同 一 人 の 介入追跡調査 と い う 方法 に よ っ て も 確認 さ れな か っ た こ と と な る 。 節 酒
に よ る 血圧低 下 の 機序 と し て は 、 レ ニ ン 活 性や カ テ コ ラ ミ ン な ど の 内 分泌 、 自 律神経 系 の
関与や カ ル シ ウ ム ・ イ オ ン な ど の 他 の 電解質代謝 の 関 与 を 考 え た 方 が よ い か も し れな い 。
一方 、 山 田 3 ) は 、 飲酒 に よ る 血圧 上 昇 の 機序 に つ い て 、 イ ン シ ュ リ ン 抵抗性 と 関 連す る 可
能性 を 指摘 し て お り 、 こ の 方 面 で の検討 も 要す る と 思 われ る 。
な お 、 本論文 は 、 日 本衛 生 学雑誌 第 5 1 巻 第 4 号 (平 成 9 年 1 月 ) に 掲載 さ れた 。
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研究 2 節酒 と 赤 血球膜N a + -K+-ATP a s e活 性
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研究 2 節 酒 と 赤 血球膜N a + -K+ -ATP a s e活性
Tab l e  1 .  C omp a r i s on b e t we e n  G r o up A and  G r o u p  B a t  b a s e l i n e 
G r o up  A (n = 2 1 ) G r o up  B (n二 2 3) p 
Age (y e a r s )  44 .  3 ( 7 .  9 )  44 .  () ( 7 .  6 )  NS  
BM I (kg/ぱ) 2 0 . 5 ( 1 .  7 )  2 0 . 1 ( 1 .  6 )  NS  
SBP  (mmHg) 1 4 2 . 3 ( 1 3 . 6 )  1 4 7 .  () ( 1 1 .  7 ) NS  
DBP (mmHg) 9 5 . 9 ( 9 .  2 )  9 7 . 8 ( 7 .  4 )  NS  
Cho l e s t e r o l (mg/d l )  2 1 2 . 1 ( 3 1 .  9 )  2 0 8. 2 ( 2 9 . 9 )  NS  
Na-K ATP a s e (mU/mg ' p r o t . ) 1 3 . 4  ( 6 . 6 )  1 3 . ß (8 . 5 )  N S  
A l c oh o l ( e t h an o l ，  m l /d ay) 6 1 . 1 ( 2 8. 9 )  5 1 .  ß ( 1 9 . 4 )  NS  
y GTP ( un i t s /L)  1 1 9 . 9 ( 8 5 . 8 )  1 0 9 .  ß ( 9 3 . 9 )  NS 
M-CHOL (mg/mg ' p r o t . ) 0 . 2 5 1 ( 0 . 0 3 6 ) 0 . 2 5 1 (0 . 0 2 5 ) NS  
M-P L  (mg/mg ' p r o t . ) 0 . 3 0 2  (0 . 0 3 7 ) O. 2 9 8  (0 . 0 2 9 ) NS 
V a l u e s  a r e  m e a n 士 SD. BM I ，  b o dy ma s s i n d e x  (we i gh t /h e i gh t 2 [kg/ぱJ ) ; 
SBP ，  s y s t o l i c  b l o o d  p r e s s u r e ; DBP ， d i a s t o l  i c  b l o o d  p r e s s u r e ; Na-K ATP a s e ， 
Na + -K + -ATP a s e a c t i v i t y o f  RBC memb r an e ; y GTP ，  y -g l u t amy l t r an s pep t i d a s e ; 
M-CHOL ，  Ch o l e s t e r o l o f  RBC memb r an e ; M-PL ，  P h o s ph o l i p d  o f  RBC memb r an c. 
Unp a i r e d  t t e s t s  we r e  u s e d t o  c omp a r e  g r o u p  v a r i a b l e s .  
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研究 2 節 酒 と 赤 血 球膜Na + -K十-ATP a s e活 性
T a b 1 e  2 .  M a t r i x  o f  c o r r e l a t i o n c o e f f i c i e n t s  b e t we e n  t h e v a r i ab 1 e s a t  b a s e 1 i n e  
SBP I O.  0 0 8  
DBP : O .  1 2 1  o .  5 3 8  * 
CHOL ; O. 1 0 8 -0 .  0 1 8 -0 .  0 1 6 
ATP a s e : O. 1 5 3 -0 . 0 3 7  -0 .  0 2 0  O .  2 0 2  
A 1 c oh o 1 : O. 0 3 1 -0 .  0 1 7 -0 .  0 3 2  -0 .  0 3 4  -0 .  0 1 2 
y GTP : O .  0 3 4  O .  1 2 8 O. 1 7 7 O. 1 7 1  -0 .  1 7 4 O. 4 9 1 * 
M-CHOL : O. 1 5 1 -0 . 1 5 6 -0 .  0 7 3  O .  1 4 6 -0 .  1 7 0  O .  0 1 0  O .  2 9 2  
M-PL : O. 0 4 2  O .  1 8 6 O. 0 7 6  -0 .  0 0 1 O .  2 4 3  - 0 .  2 1 5  -0 .  1 2 3 O .  0 4 5  
: BM I SBP DBP CHOL ATP a s e A 1 c: 凶 0 1 y GTP M-CHOL 
n = 4 4. CHOL ，  S e r um t o t a 1  c h o l e s t e r o 1 ; ATP a s e ， N a +-K + -ATP a s e  a c t i v i  t y  o f  
RBC memb r an e. * pくO . 0 0 1  
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研究 2 節酒 と 赤 血球膜N a + -K+ -ATP a s e活性
T ab l e  3. Compa r i s on b e t we e n  G r o u p  A and  G r oup  B a t  P e r i o d 1 
G r oup  A ( n = 2 1 )  G r ou p  B (n= 2 3) p 
BM I (kg/ぱ) 2 0. 3 ( 1 .  6 )  2 0 . 2 ( 1 .  6 )  N S  
SBP (mmHg) 1 3 6 . 6 ( 1  2. 9 )  1 4 0 .  7 ( 1 2 . 1 )  N S  
DBP (mmHg) 9 0 . 1 ( 8 . 7) 9 3 . 5 (8. 0 )  N S  
C h  0 1  e s t e r 0 1  (mg/ d 1 )  2 0 9 . 6 ( 3 2 . 0 )  2 1 1 .  9 ( 3 2 . 7 )  NS  
Na-K ATP a s e  (mU/mg ' p r o t . ) 1 2 . 9 (4 . 5 )  1 4 . 4 ( 3 .  4 )  NS  
A l c o h o l ( e t h ano l ，  m l /d ay) 2 9 . 2 ( 1 6 . 1 )  6 0 . 4 ( 2 7 .  3 )  くo . 0 0 1 
r GTP (un i t s/L)  9 2 . 0 ( 6 8 . 0 )  1 0 5 .  0 ( 8 7 . 5 )  NS  
M-CHOL (mg/mg ' p r o t . ) o. 2 5 0  (0 . 0 3 7 ) o. 2 4 8  (0 .  0 3 0) NS  
M-PL  (mg/mg ' p r o t . ) 0 . 3 0 6  (0 . 0 3 1 ) 0 . 3 0 5  (0 . 0 2 4) NS  
BM I ，  SBP ，  DBP ，  N a-K ATP a s e ， r GTP ，  M-CHOL ， M-PL : s e e  n o t e  f o o t i n  T a b l e  1 .  
Va l u e s  a r e  m e a n 士 SD. Unpa i r e d  t t e s t s  we r e  u s e d . 
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Tab l e  4 .  C ompa r i s on b e t we e n  G r o up  A and  G r o u p  B a t  P e r i o d II 
G r oup  A (n= 2 1 ) G r o up  B (n= 2 3 ) p 
BM 1 (kg/ぱ) 2 0. 4 ( 1 .  5 )  2 0 . 1 ( 1 .  6 )  N S  
SBP (mmHg) 1 3 7 . 8 ( 1 0 . 2 )  1 3 7 . 8 ( 1 0 . 7 )  N S  
DBP (mmHg) 9 1 .  2 ( 6 . 2 )  9 1 .  7 ( 7 . 8 )  NS  
Cho l e s t e r o l (mg/d l )  2 0 5 . 6 ( 3 6 . 8 )  2 0 5 . 3 ( 3 3 . 8 )  NS  
N a-K ATP a s e  (mU/mg ' p r o t . ) 1 4 . 3 ( 7 . 1 ) 1 4 . 3 ( 5 .  3 )  NS  
A l c o h o l ( e t h an o l ，  rn l /d ay )  5 4 . 6 ( 2 7 . 2 )  2 2 . 6 ( 2 2 . 8 )  くO . 0 0 1 
r GTP ( u n  i t s /L )  9 7 . 8 ( 7 3 . 3 )  8 1 .  8 ( 6 0 . 5 )  N S  
M-CHOL (mg/mg ' p r o し ) O. 2 4 4  (0 . 0 2 9 ) 0 . 2 5 0  (0 . 0 2 0) NS  
M-PL (mg/mg ' p r o t . ) 0 . 3 0 6  (0 . 0 3 7 ) 0 . 3 0 2  (0 . 0 2 9 ) NS  
BM I ，  SBP ， DBP ， N a-K ATP a s e ， r GTP ，  M-CHOL ，  M-PL : s e e  f o o t no t e i n  T a b l e  1 .  
Va l u e s  a r e  rn e a n 士 SD. Unpa i r e d  t t e s t s  we r e  u s e d . 
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T ab l e  5 .  C ompa r i s o n  b e t we e n  p e r i o d s  i n  G r o up A 
BM I 
SBP 
DBP 
C h o l e s t e r o l 
Na-K ATP a s e  
A l c oh o l 
r GTP 
M-CHOL 
M-PL 
Ba s e l i n e  v s  
P e r i o d 1 
NS  
pくo . 0 5  
pくO. 0 1  
NS  
NS 
pくO . 0 1  
pくO. 0 1  
NS  
NS  
P e r i o d 1 vs  
P e r i o d Il 
NS 
NS 
NS 
NS 
NS 
pくO. 0 1  
NS  
NS 
NS 
Tw 0 -w a y f a c t 0 r i a 1 AN 0 V A (T u k e y '  s m e t h 0 d) we r e u s e d .  
- 4 0  -
Ba s e l i n e  v s  
P e r i o d Il 
NS  
NS  
pくO . 0 5  
NS  
NS  
NS  
pくO . 0 5  
NS  
NS 
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T a b l e  6 .  Comp a r i s o n  b e t we e n  p e r i o d s  i n  G r o u p  B 
B a s e l i n e  v s  
P e r i o d 1 
P e r i o d 1 v s  
P e r i o d II 
Ba s e l i n e  v s  
P e r i o d II  
BM I NS N S  N S  
SBP pくO. 0 5  N S  pくO . 0 1  
DBP pくO. 0 5  N S  pくO . 0 1  
Ch o l e s t e r o l NS  NS  NS  
Na-K ATP a s e  NS NS NS 
A l c oh o l NS  pくO . 0 1  pくO . 0 1  
r GTP NS NS pくO . 0 5  
M-CHOL NS NS NS 
M-PL  NS  NS  NS  
Tw 0 -w a y f a c t 0 r i a 1 AN  0 V A (T u k e y ' s m e t h 0 d )  we r e u s e d .  
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T ab l e  7 .  Comp a r i s on b e t we e n  t h e p e r i o d s  o f  r e d u c e d a n d  u s u a l a l c oh o l i n t ake  
B a s e l i n e R e d u c e d a l c oh o l U s u a l a l c oh o l p 
BM I (kg/ぱ) 2 0. 3 ( 1 .  7 )  2 0 . 2 ( 1 .  6 )  2 0. 3 ( 1 .  6 ) NS 
S BP (mm Hg) 1 4 4. 8 ( 1 2 . 9 )  1 3 6 . 2 ( 1 1 .  3 )  1 3 9 . 7 ( 9 . 2 )  くo. 0 1  
DBP (mmHg) 9 6 . 9 ( 8 .  4 )  9 1 .  1 ( 7 . 6 )  9 2 . 8 ( 6 .  6 )  NS 
C h  0 1  e s t e r 0 1  (mg/ d 1) 2 1 0. 1 ( 3 0 . 9 )  2 0 7 . 3 ( 3 3 . 0 )  2 0 8. 9 ( 3 4 . 8 )  NS 
Na-K ATP a s e  (mU/mg . p r o t . ) 1 3 . 5 ( 7 . 7 )  1 3 . 6 ( 5 . 0 )  1 4 . 4 ( 5 .  5 )  NS  
A l c o h o l ( e t h a n o l ，  m l /d ay ) 5 6 . 1 ( 2 4 . 8 )  2 5 . 8 ( 2 0 . 2 )  5 7 . 6 ( 2 7 . 4 )  くo . 0 0 1 
r GTP (u n i t s/L)  1 1 4 . 5  ( 9 0 . 3 )  8 6 . 6 ( 6 4 . 4 )  1 0 1 .  5 ( 8 1 .  1 )  くo . 0 5  
M-CHOL (mg/mg . p r o し ) 0 . 2 5 1 ( 0 . 0 3 1 )  o .  2 5 0  ( 0 . 0 2 9 ) o .  2 4 5  (0 . 0 2 9 ) NS 
M-PL (mg/mg . p r o t .  ) o . 3 0 0  ( 0 .  0 3 3 )  o .  2 9 9  (0 . 0 3 1 )  0 . 3 0 5  (0 . 0 3 1 )  NS 
n 二 44 . Va l u e s  a r e  me an士 SD. The i n t e r v en t i o n a l e f f e c t was t e s t e d u s i ng 
t h e me t h o d  o f  H i l l s a n d  A r m i t age .  T e s t i ng wa s  d o n e  u s i ng d a t a  a t  t h e e n d  
o f  P e r i o d I and  P e r i o d II  e x c ep t f o r  b l o o d  p r e s s u r e  (me an b l o o d  p r e s s u r e  
o f  t h e m i d po i n t  a n d  e n d  o f  e a c h  e x p e r i me n t a l p e r i o d ) . 
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研究 2 節酒 と 赤 血球膜N a + -K 十 一ATP a s e活性
T ab l e  8. C omp a r i s on b e t we e n  t h e  g r o u p  i n  wh i c h r GTP w a s  g r e a t l y  
d e c r e a s e d  a n d  t h e g r o u p  i n  wh i c h r GTP w a s  s l i gh t l y  d e c r e a s e d  
b y  r e d u c e d  a l c oh o l i n t ak e  
g r e a t l y  d e c r e a s e d ( n= 1 9 ) s l i gh t l y  d e c r e a s e d  (n = 2 5 ) p 
N a +-K + -ATP a s e a c t i v i  t y  o f  RBC memb r an e  (mU/mg . p r o t . ) 
u s u a l a l c o h o l 1 4. 5 (4 .  3)  1 3 . 5 (5 .  8)  NS  
r e d u c e d  a l c oh o l 1 3 . 0 ( 3 . 9 )  1 4. 0 ( 5 .  7 )  N S  
c h ange r a t e  - 1 0 . 0%  (4 6 . 8 )  3 .  2 %  ( 6 2 . 8) NS 
A l c oh o l i n t ake  ( e t h an o l ，  m l /d ay )  
u s u a l a l c o h o l 5 9 . 2 ( 3 0 . 3 )  6 1 . 9 ( 2 6 . 2 )  N S  
r e d u c e d  a l c o h o l 2 0 . 6 ( 2 0 . 6 ) 2 9 . 7 ( 1 8 . 9 )  N S  
SBP (mmHg) 
u s u a l  a l c o h o l 1 4 4 .  8 ( 1 5 . 5 )  1 3 9 .  0 ( 9 .  7 )  NS 
r e d u c e d  a l c o h o l 1 3 9 . 2 ( 1 1 . 9 )  1 3 5 . 7 ( 1 1 . 6 )  NS  
r GTP ( un  i t s/L )  
u s u a l a l c o h o l 1 3 3 . 1 ( 9 3 . 9 )  9 6 . 1 ( 7 7 . 6 )  NS  
r e d u c e d  a l c oh o l 7 8. 2 ( 4 8 . 1 )  9 3 . 0 ( 7 3 . 8) NS  
V a l u e s  a r e  me an 士 SD. Unpa i r e d  t t e s t s  we r e  u s e d . 
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g r e a t l y  d e c r e a s e d  (n= 2 1 )  s 1 i gh t  l y  d e c r e a s e d  (n = 2 3) p 
N a +-K+-ATP a s e  a c t i v i  t y  o f  RBC memb r an e  (mU/mg ' p r o t . ) 
u s u a l a l c o h o l 1 5 . 1 ( 6 . 0 )  1 2 . 9 (4 . 1 ) N S  
r e d u c e d  a l c oh o l 1 2 . 7 (4 .  9 )  1 4 . 4 ( 5 .  0 )  NS  
c h ange r a t e  - 1 5 . 2 % ( 6 1 .  2 )  9 .  2%  ( 4 9 .  7 )  NS  
A l c oh o l i n t ake  ( e t h a no l ，  m l /d ay )  
u s u a l a l c o h o l 6 1 . 2 ( 2 5 . 9 )  6 0 . 3 ( 3 0 . 0 )  NS  
r e d u c e d  a l c oh o l 2 4 . 2 ( 2 1 . 0 )  2 7 . 2 ο 9 . 3)  NS 
SBP (mmHg) 
u s u a l a l c o h o l 1 4 6 . 8 ( 1 2 . 6 )  1 3 6 .  7 ( 1 1 .  1 )  くo . 0 2  
r e d u c e d  a l c oh o l 1 3 3 .  6 ( 1 0 . 4 )  1 4 0. 4 ( 1 2 . 1 )  くO . 1 
r GTP ( u n i t s/L)  
u s u a l a l c o h o l 1 2 2 . 8 ( 9 4 . 6 ) 1 4 0 . 4 ( 7 8 . 1 )  NS  
r e d u c e d  a l c o h o l 8 5 . 3 ( 5 1 .  6 )  8 7 . 9 ( 7 4 . 1 )  NS  
V a l ues  a r e  m e a n :t SD. Unpa i r e d t t e s t s  we r e  u s ed .  
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